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NEC Express 5800シリ-ズ 
Express5800/GT120b 



八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能（138ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （152 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


基本的な操作 （ 160 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、および CD-ROM のセツト方法などについて説明して 
います。 


内蔵オプションの取り付け （169 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （231 ページ） 

本体内部のケープル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケープル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ （235 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 

リセットとクリア （271 ページ） 

リセットする方法と内部メモリ (CMOS) のクリア方法について説明していま 
す。 


割り込みライン （274 ページ） 

割り込み設定について説明しています 

RAID システムのコンフィグレーション （275 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライプを RAID システムとして運用するための 
方法について説明しています。 


◦NL-5 10_017_01 -GT120b-000-02- 1006 
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各部の名称と機能 

本体の各部の名称を次に示します。 


本体前面 


<3.5 型ディスクケージ搭載時> 


増設スロット1 増設スロット2 


( 2 ) 

(3) 


⑼ 



<2.5 型ディスクケージ搭載時> 


増設スロット1 増設スロット2 
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P 〇 WER / SLEEP スイッチ 

本体の電源を〇 N/OFF するスイッチ。一度押すと 
緑色に点灯し、 ON の状態になる。も^一度押す 
と〇 FF の状態になる （—160 ページ)。 

0S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定後、- 
度押すと、緑色に点滅し、省電カモードになる。 
もろ一度押すと、通常の状態になる（搭載されて 
いるオプションボードによっては、機能しないも 
のも)ある)。 

RESET スイッチ 
DUMP ( NMI ) スイッチ 
US 巳コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する。 

スタビライザ 

装置を安定させるための足。装置を寝かせる場合 
は閉じることができる（->173ページ)。 

八ードディスクドライブベイ 

ハードディスクドライプを取り付ける場所 
178ぺージ)〇 


(1) フロントマスク 

装置前面を保護するカパー（―176ページ)。 

(2) 5.25型デバイスベイ 

幅が 5.25 型あるオプションのパックアップテープ 
ドライブや M0 ドライプなどを取り付ける場所 
(—2 12ページ)。 

(3) 光ディスクドライブ 

モデルや購入時のオーダによって、以下のドライ 
プが搭載される。 

— DVD-ROM ドライプ（標準） 

— DVD Super MULTI ドライプ（オプション） 
セットしたディスクのデータの読み出し（または 
書き込み）を行う （—164 ページ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトするための卜 
レーイジェクトボタン、ディスクへのアクセス状 
態を表示するアクセスランプ（アクセス中は点 
灯）、トレーを強制的にイジェクトさせるための 
強制イジェクトホールが装備されている。 


\)/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ 

4 5 6 7 8 9 

-- . /IV /-\ /IV /IV -- . 
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本体背面 


(5) (4) 


⑷ 

(5) 

( 6 ) 




r --1 

1 

1 1 -^ 

(1) 

電源コネクタ 

(7) 

モニタコネクタ 


添付の電源コードを接続する （—154 ページ)。 


ディスプレイ装置と接続する （—154 ページ)。 

(2) 

固定ネジ （2 個） 

(8) 

1000/100/10ランプ 


左側のサイドカバーを取り外すときに外すネジ 
(—173 ぺージ)〇 


LAN ポートの転送速度を示すランプ （—149 ベー 
ジ )。 

(3) 

筐体ロック 

(9) 

100/10ランプ 


盗難防止用器具を取り付けることで装置内部の部 
品の盗難を防止することができる。 


マネージメント専用 LAN ポートの転送速度を示す 
ランプ （—149 ページ)。 



マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する （—154 ページ)。 

キーポー ドコネクタ 

添付のキーボードを接続する （—154 ページ)。 

シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—154 ページ)。 

本シリアルポートは EXPRESSSC0RP エンジン2 
を利用したリモートマネージメント機能 （S0L) 
を使用する場合、 UPS 管理などに利用できませ 
ん〇 


(10) LINK/ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプ （—149 
ぺージ)。 

(11) LAN コネクタ（末尾の数字はポート番号を 
示す） 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1000 BASE-T/ 1 00BASE-TX/10BASE-T 対応の 
コネクタ （—154 ページ)。 

(12) USB コネクタ 

US 巳インタフェースを持つ装置と接続する 
154ページ)。 

対応するソフトウェア（ドライパ）が必要です。 

(13) 管理用 LAN ポート 

1 00BASE-TX/10BASE-T と接続するコネクタ 
(—154 ページ)。 

運用 LAN として使用できません。 











































































































ハードウエア編 141 


本体内部 


<3.5 型ディスクケージ搭載時> 



(1) (6)-1(6) (6)-2 (5) ⑺ 
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<2.5 型ディスクケージ搭載時> 


ダクトカバー 



⑴ (6)-1(6) (6)-2 (5) (7) 
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(1) 

電源 ユニツ ト 

(7) 光ディスクドライブ 

(2) 

マザーポード 

-DVD-ROM ドライブ（標準） 

(3) 

冷却フアン 

—DVDSuper MLLTI ドライプ（オプション） 


(3)-1 PCI ( FAN 5) 

(8) 5.25型デバイスベイ（下のス□ットに光 


(3)-2 フロント （ FAN 7) 

ディスクドライブを標準装備） 


(3)-3 リア （ FAN 1) 

(9) 八ードディスクドライブベイ 

(4) 

冗長フアン 

(10) PCI ガイド レール 


フロント （FAN4) 

(11) 増設バッテリブラケット 

(5) 

メモリ （ DIMM ) 


(6) 

CPU ヒートシンク 

(6)-1 基本 CPU (1) 

(6)-2 増設 CPU (2) 
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(1) 電源コネクタ 

(2) プ□セッサー1ソケット 

(3) DIMM ソケット 

(4) プ□セッサー2ソケット 

(5) 電源コネクタ 

(6) フロント冷却ファンコネクタ（標準） 

(7) 電源コネクタ 

(8) フロントスイッチ / LED コネクタ 

(9) PCI 冷却ファンコネクタ（標準） 

( 1 0) オプションファン用切り替えジャンパス 
イッチ （2 19ページ参照） 

(11) 八ードディスクドライブ用 SATA コネクタ 

(12) 光ディスクドライブ用 SATA コネクタ 

(13) SGPI 02 コネクタ 


(14) CM 0 S クリア用ジャンパスイッチ （273 
ページ参照） 

( 1 5) パスワードクリア用ジャンパスイッチ 
(274 ページ参照） 

(16) 内蔵 US 巳デバイス接続用 US 巳コネクタ 

(17) フロント US 巳コネクタ 

(18) COM A コネクタ 

(19) リア冷却フアンコネクタ（標準） 

(20) ブザー 

(21) SGPI 0 B コネクタ 

(22) SGPI 0 A コネクタ 

(23) PCI ポードスロット （6 スロット、上から 
PCI #1— PCI #2— PCI #3— PCI #4- 
PCI #5 一 PCI #6) 

(24) リチウムバッテリ 

(25) リア冷却フアンコネクタ（オプション） 

(26) 外部接続コネクタ （154 ページ参照） 


* ここでは本装置のアップグレードや保守（部 
品交換など）の際に使用するコネクタのみあ 
げています。その他のコネクタや部品につい 
ては出荷時のままお使いください。 
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ランプ表示 


本体のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

<3.5 型ディスクケージ搭載時> 



本体前面 
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<2.5 型デイスクケージ搭載時> 



本体前面 



本体背面 
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POWER/SLEEP ランプ （ : 、 f) 

本体の電源が ON の圊、緑色に点灯します。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが緑色に点滅します。省電カモードは本体の POWER / SLEEP スイッチを押すと起動します。 
また、 0 S によっては一定時間以上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設 
定したり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンポードによっては機能しないものもあります）。 POWER / SLEEP スイッチを押すと元に戻り 
ます。 

STATUS ランプ (A) 

ハードウェアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します （ STATUS ラン 
プは背面にもあります）。 STATUS ランプが消灯しているときや、アンパー色に点灯/点滅し 
ているときはハードウェアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


• ESMPRO をインストールしておくとエラー□グを参照することで故障 

Bto の原因を確認することができます。 

• いつたん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャツトダウン 
処理ができる場合はシャツトダウン処理をして再起動してください。 
シャツトダウン処理ができない場合はリセツト、強制電源 OFF をするか 
(271 ページ)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
パイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

— 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 （ IERR ) 

いったん電源を〇 FR こして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

( DUMP スイッチ押下時など） 

* ソフトウェア要因のダンプ中は緑 
点灯のままです。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンパー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
い。また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


すべての電源ュニットが故障した。 

い0 

アンパー色に点滅 

ファンアラームを検出した。 

ファンユニ'ソトが確実に接続されて 
いるが確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどうが確認してくださ 
い。また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


いずれかのハードディスクドライプ 
の故障を検出した。 

い0 


サイドカパーが開いている。 

サイドカパーを閉じてください。そ 
れでも表示が変わらない場合は、保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


DISK アクセスランプ （_) 

DISK アウセスランプは本体内部のハードディスウドライプにアクセスしているときに緑色に 
点灯します。光ディスクドライブのアクセスランプは、セツトされている媒体にアクセスして 
いるときに点灯します。 

DISK アクセスランプがアンパー色に点灯している場合は、ハードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 

緑色とアンパー色が交互に点滅する時はリビルド状態を示します。 

r/i ハードディスクドライブのホツトプラグに対応している 3.5 型ディスクケージ 
lncJ \\ もしくは 2.5 型ディスクケージを搭載している時、 DISK アクセスランプのアン 
バー色点灯/点滅が行われます。 


LAN アクセスランプ （ 1) ( 晶 1) / (2) ( 晶 0 


送受信中に緑色に点滅します。 
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LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体とハフに電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている圊、点灯します （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っ 
ているときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケープルの状態やケープルの接続 
状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 


Speed ランプ 

標準装備の LAN ポートは、1000 BASE-T ( IGbps ) と100 BASE-TX (100 Mbps )、10 BASE - 
T (10 Mbps ) をサポートしています。 


このランプは、ネツトワークポートの通信モードがどのネツトワーウインタフエースで動作さ 
れているかを示します。橙色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作していることを、緑 
色に点灯しているときは100 BASE-TX で動作していることを示します。消灯しているときは、 
10巳 ASE-T で動作していることを示します。 


管理用 LAN ポートは、 100 BASE-TX (100 Mbps )、10 BASE-T (10 Mbps ) をサポートして 
います。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフ エースで 動作さ 
れているかを示します。緑色に点灯しているときは100 BASE - TX で動作していることを示し 
ます。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 
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Disk ランプ 

搭載するハードディスウドライプにはランプが1つ付いています。その表示と機能は次のとお 
りです。 


<3.5 型ディスク> 



<2.5 型ディスク> 



• 緑色に点灯 

ハードディスクドライプへのアウセスが行われていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ハードディスクドライプが故障していることを示します。 



RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1、 RAID 10、 RAID 5、 RAID 50、 RAID 6) 
を構成している場合は、1台 (RAID 6では2台)のハードディスクドライブが故障 
しても運用を続けることができます。しかし、早急にハードディスクドライブ 
を交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ハードディスク 
ドライブの交換はホットスワップで行えます）。 




ハードウエア編 151 


• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

ハードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システム構成で、故障したハードディスウドライプを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とア 
ンパー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。 1 J ビルドに失敗するとランプがアンパー色 
に点灯します。 



オートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守ってください。 

• リビルド中は本体装置の電源 Off 、 または再起動をしないでください。 

參八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
<ださい。 

參他のリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、ハード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



△注意 

n 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 


明をご覧ください。 

春 一人で持ち上げない 

參指定以外の場所に設置 • 保管しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 


以下の環境条件を 
満たした場所 
<動作時> 

室内温度： 10°C 〜35で 
湿度： 20%〜80% 

温度勾配： ±10°C/ 時 
気圧： 749〜1040 hpa 
<休止時> 

室内温度： 5°C 〜 40°C* 
湿度：10%〜80% 

温度勾配：土 15°C/ 時 
気圧： 749〜1040 hpa 


マウスやディスプレイ装置 
のケーブルが届く場所 


室内温度 15°C 〜 25°C の 
範囲が保てる場所での 
使用をお勧めします。 



水平でじようぶな床の上 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 




腐食性ガスの発生する場所（大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など）、薬品類の近くや薬品類がか 
かるおそれのある場所。_ 




本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費する装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所0 

V. 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用アン 
テナ、送電線、電磁クレーンな 
ど）の近く。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで〇 N/OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
の近くには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
の近くに設置するときは電源配 
線の分離やノイズフィルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 
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本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

參 ぬれた手で電源プラグを持たない 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以•のコンセントに差し込まない 

AA 

參 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


參 

指定以•のインタフェースケーブルを使用しない 
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インタフエースケーブル 

インタフェースケープルを接続してから電源コードを接続します。 



• 本体、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置を使用できることをあらかじ 
め確認してください。サードノ《ーティの装置の中には使用できないもの 
ちあります。 

• 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してくださ 
し、。キーポード/マウスや PCI スロットに増設したポードに接続した 
ケーブル （ LAN ケーブルなど）の着脱を防止するため効果があります 
(ケーブルストッパは本体内部で固定されています)。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い0 

• 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。 

參 ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しない 

でください。 
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<本体前面> 


<3.5 型 Fixed ディスクケージ搭載時〉 


^ 


〇 〇 〇_〇_〇 〇 〇 〇_〇_〇 〇 〇 (« 

も mmm 
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<3.5 型ディスクケージ搭載時> 



令— 

USB インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 


令— 

US 巳インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 
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<2.5 型ディスクケージ搭載時〉 
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<本体背面> 



八プなど 


* EXPRESSSCORP エンジン2を利用したリモートマネージメント機能 ( SOL ) を使用する場 
合、 UPS 管理などに利用できません。 
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電源コード 

添付の電源コードを接続します。 




參 本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の 
背面にある出カコンセントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 

參 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体 
の ON / OFF を連動 （ リンク）させるために BIOS の設定変更が必要となる場 
合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択 
し、適切なパラメータ値に変更してください。 





















160 基本的な操作 


基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER/SLEEP スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順序で電源を 0 N にします。 


電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、10秒ほど経ってから電源 
ito を ON にしてください。 


1. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
g エック I は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


2. 本体前面にある POWER/SLEEP 
スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER / 
SLEEP ランプが緑色に点灯し、し 
ばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「 NEC 」 ロゴが表示され 
ます。 


「 NEC 」 □ゴを表示している間、自 
己診断プログラム ( POST ) を実 
行してハードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「 P 0 S 丁の 
チェック」をご覧ください。 POST 
を完了すると OS が起動します。口 
ヴオン画面でユーザー名とパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し，エラーメッセージを表示します。 
342ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーポード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリ、プロセッサ 
( CPU )、 キーポード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の BIOS セッ 
トアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと、 

POST の実行内容が表示されます。） 

POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


MCECE 





• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外しをしてから電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りがあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することがあります。 

この場合は < F 1 >キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしてい 
るメッセージが表示されます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモ 
リチェックが完了するまでに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート) 
した場合など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。 

これらは搭載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したこと 
を知らせるメッセージです。 
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3. しばらくすると、マザーボード上のネットワークコント□—ラに関する設定をする 
ユーティリティの起動メニューが2回（搭載している LAN コントローラ分）表示さ 
れます。 

特に起動して設定を変更する必要はありません。 

4. オンポードの RAID コント □— ラ (LSI Embedded MegaRAID ) をジャンパにて 
有効にしている場合は、次のメッセージが表示されます。ジャンパの設定は282 
ページを参照してください。 

Press <Ct r L> <M> to Run LSI Software RAID Configuration 
UtiLity. 

ここでく Ct 「 l> キーと <M> キーを押すとハードディスクドライプで RAID システムを 
構築するためのユーティリティが起動します。 

5. オプションの RAID コント□ーラを搭載している場合 RAID コント□ーラを検出し、 
Web BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます 
(そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます）。 

Press < C t r L > < H > f 〇 r Web BIOS 

ここで<(：び1>キ_と < H > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方法やパラ 
メータの機能については、235ページを参照してください。 

ユーティリティを終了すると、再起動を促すメッセージ画面になりますので、 
<Ctrl>+<Alt>+<Del> を押してください。もう一度はじめから POST を実行します。 

6. 続いて本体にオプションボードなどの専用の BIOS を持ったコント□—ラを搭載し 
ている場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示 
されます（そのまま何も入力せずにいるとしばらくして POST を自動的に続けま 
す)。 


<例: SCSI BIOS セットアップユーティリティの場合> 

Press < C t r L > <A> for SASSeLectCTM) Utility! 

ここで <Ct 「 l> キーと <A> キーを押すとユーティリティが起動します。各機器の設定値 
やユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してください。 
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7. しばらくすると、マザーポードにある巳 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、235ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 



本体の PCI バスに複数の RAID コントローラなどを搭載している場合は、それぞ 
れのオプション ROM を展開するために時間を要します。また 、 RAID コントロー 
ラや SCSI コントローラ 、 SAS コントローラなどのオプション ROM を内蔵する 
PCI 力ードを多く搭載している場合、オプション ROM の展開領域が不足し、 
POST で エラー が発生する場合があります。そのような場合、 0 S をインストー 
ルしているハードディスクドライブを接続しているコントローラ以外の力一 
ドのオプション ROM 展開を無効に設定してください。 

無効に設定することにより POST の所要時間の短縮になります。オプション 
ROM 展開を無効にするには、249ぺージを参照して設定してください。 


8. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て ON にしてください。 


OS をインス I ルするまではパスワードを設定しないでください。 


9. POST を終了すると OS を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保 
守編」を参照してください。 


胃スジ 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を OFR こします。本体の電源]—ドを UPS に接続している場合は、 UPS に添付 
の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説玥書を参照してください。 

0 S のシャツトダウンをする。 

2. POWER / SLEEP ランプが消灯したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


Windows Server のスタンパイ機能は使用できません。 Windows のシャット 
Bto ダウンにてスタンパイを選択しないでください。 


光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライプがあります。本装置に標準で装備されている光ディスウドライ 
プには以下のタイプがあります。 

• DVD-ROM ドライブ（標準） 

多様な光ディスウの読み取りを行うための装置です。 

• DVD Super MLLTI ドライブ（オプション） 

多様な光ディスウの読み取り、書き込みを行うための装置です。 

DVD Super MULTI ドライプのソフトウエア上の操作（例えば CD-R への 書き込みなど）につ 
いては、添付されているライティングソフトウエア CD-ROM 内の説明書を参照してください。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

/#\V V 明をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の 注意 

本装置を使用するときに注意していただきたいことを次に示します。これらの注意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守ってください。 
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ディスクのセツト/取り出し 

1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 

トレーが出てきます。 

3. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。 

4. トレーイジェクトポタンを押すか、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内にセツトされます。 

胃■'ノ ディスクのセツト後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは、再度ディス 
クをセットし直してください。 


ディスクの取り出しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジェクトボタンを押 
してトレーをイジェクトし、トレーから取り出します（アクセスランプが点灯しているとき 
は、ディスウにアクセスしていることを示します。この間、トレーイジェクトボタンは機能し 
ません）。 

0S によっては 0S からトレーをイジェウトすることもできます。 

ディスクを取り出したらトレーを元に戻してください。 


ディスクが取り出せない場合の手順 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り出せない場合は、次の手順に従って取り出 
します。 


1. POWER / SLEEP スイッチを押して本体の電源を OFF ( P 〇 WER / SLEEP ランプ消 
灯）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約 lOOmm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを弓 I き伸ばして代用でき 
る）を光ディスクドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジエクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押す。 



強制イジェクトホ • 


強制イジェクトホールの位置はド 
ライプのタイプによって異なる場 
合があります。 



• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 
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3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


ディスクの取り扱い 

セットするディスウは次の点に注意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 DVD/CD 規格に準拠しない「コピーガード付き DVD/CD」 などのディスクに 
つきましては、 DVD/CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラペルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やポールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い0 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ぺ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 


使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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Flash FDD 


闩 ash FDD はフロッピーディスクドライプと容量互換の装置です。 

闩 ash FDD は、本装置の USB コネクタへ1台のみ接続可能です。本装置にフロッピーディス 
クドライブが接続されている場合は、必ず取り外してください。 


A 注意 

A 

Flash FDD の紛失 • 盗難等には十分ご注意ください 

Flash FDD の紛失 • 盗難 • 横領 • 詐取等により、第三者に個人情報が漏洩するおそ 
れがあります。個人情報が第三者に漏洩したために損害が生じた場合、弊社はその責 
任を負いかねますので予めご了承ください。 



• Flash FD □のライトプ□テクトスイッチは、本装置へ接続する前の状態 
が反映されます。そのため、本装置接続後にライトプ□テクトスイッチ 
を操作しても無効です。使用中にライトプ□テクトスイッチの状態を変 
更する必要がある場合は 、 Flash F □□を一旦、本装置から取り外し、ラ 
イトプ□テクトスイッチ状態を変更してください。 

• 本装置への取り付け、取り外しの際に Flash FDD のライトプ□テクトス 
イッチを誤ってスライドさせない様に注意してください。 


注意事項 

闩 ash FDD は OS インストール時のデパイスドライパの読み込み用等の一時的な使用にとど 
め、データのパックアップ用として使用しないでください。 


記録 データの 補償について 

Flash FDD に記録されたデータの補償につきましては、弊社はいかなる責任も負いかねます 
ので、ご了承ください。 











168 基本的な操作 


Flash FDD の取り扱いについて 


• Flash FDD のアクセス LED が点滅しているときに本装置の電源を OFF にしないでくださ 
い。 

— 故障、およびデータの破損の原因となります。 

• Flash FDD は消耗品です。 

エラー が発生した Flash FDD は使い続けず、新しい Flash FDD を使用してください。 

• Flash FDD は USB ハフを経由しての接続は不可となります。 

本装置の USB コネクタへ直接接続してください。 

• Flash FDD に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシなど）に手を触れて、 
身体の静電気を取り除くようにしてください。 

• 分解しないでください。 

• 強い衝撃を与えないでください。 

• 直射日光や暖房器具の近くには置かないでください。 

• 飲食や喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコールなど 
を付着させないように注意してください。 

• 本装置への取り付けは、ていねいに行ってください。 

• Flash FDD を本装置の USB コネクタに揷入したまま移動しないでください。 

Flash FDD の故障の原因となります。 

• Flash FDD の使用樹法、本装置から取り外してください。 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

參自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
春 リチウムバッテリを取り外さない 
• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


内蔵オプションの取り付け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 




安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 


參 オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してくださし、。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD を使ってシステムをアップデートしてください （1 10ページを参 

照)。 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


警告 


安全上の注意 


A ⑩ ⑭⑩ 

aa ®q 


















170 内蔵オプションの取り付け 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーポード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケープルが冷却用の穴をふさいでいないことを確認して<ださい。泠却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデパイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデパイスの増設手順で詳しく説日月しています。参照してください。 





172 内蔵オプションの取り付け 


取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. os からシャツトダウン処理をす 
るか POWER / SLEEP スイツチを 
押して本体の電源を OFF 
( POWER / SLEEP ランプ消灯） 
にする。 



2. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタから抜 
く。 



3. 


本体背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

レフトサイド カバー 

本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはレフトサイドカパーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってレフトサイドカパーを取り外します。 


1. 「取り付け/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。 


2. 筐体ロックに錠をしている場合 
は、錠を取り外す。 


3. 本体の底面についているスタビラ 
イザ （4 個）を内側に折りたた 
む。 


4. 右側のカバーが底面を向くように 
して本体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 












































174 内蔵オプションの取り付け 
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取り付け 


サイドカパーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカパーの上下にあるフックが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていること 
を確認してください。また、本体前面にスライドしてカパーを取り付けるときにも、サイドカ 
パー前面側にあるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを確認してください。フ 
レームに引っ掛かっていないとカパーを確実に取り付けることができません。 


本体上面側の 
フック 



筐体ロックのプレート 
を差し込む穴 



本体底面側のフック 


フックの差し込み穴 



レフトサイドカパーの裏側 


本体の フレーム 



最後に取り外しの際に外したネジ （2 本）でレフトサイドカパーを取り付けます。 



胃-〇サイドカバーを取り付ける際は内部のケーブルを挟み込まないように注意し 
Bto てください。 


















































































176 内蔵オプシヨンの取り付け 


フロントマスク 

ハードディスクドライブや 5.25 型デパイスを取り付ける（または取り外す）ときはフロント 
マスクを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってフロントマスクを取り外します。 
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取り付け 

フロントマスクは「取り外し」の逆の手順で取り付けることができます。 


1. フロントマスクのタブ （2 か所） 
を、本体の前面右側のフレームに 
ある穴に差し込む。 



2. フロントマスクを閉じる。 







































178 内蔵オプションの取り付け 


3.5 型八ードディスクドライブ 

本体の内部には、ハードディスクドライプを最大4台取り付けることができます。 

N 8 154-27 3.5 型ディスクケージ搭載の場合 


■"〇 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティのハードディスクドライブなどを取り付けると、ハードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください （20 10年6月現在)。 

一 N8150-208A(160GB, 7200_ 、 SATA2/300) 

一 N 8150 -209A(250G 巳、 7200_ 、 SATA2/300) 

一 N 8150 -274(500G 巳、 7200_ 、 SATA2/300) 

- N 8150 _263(1TB 、 7200_ 、 SATA2/300) 

一 N 8150-278 (2TB 、 7200 rpm 、 SATA2/300) 


デイスクケージ 



P0RT3 
(4 台目） 


P0RT2 
(3 台目） 


P0RT1 
(2 台目） 


PORTO 
(1 台目 ) 
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N8 154-34 3.5 型 Fixed ディスクケージ搭載の場合 

取り付け方法は224ページを参照してください。 


弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、八ードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください （20 10年6月現在）。 

— N 8150 -205A(160G 巳、 7200 _、 SATA2/300) 

一 N 8150 -206A(250G 巳、 7200 _、 SATA2/300) 

一 N 8150 -230(500GB 、 7200_ 、 SATA2/300) 

-N81 50-260(1 TB, 7200_ 、 SATA2/300) 

一 N 8150 -284(2TB 、 7200 「 pm 、 SATA2/300) 


























180 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 


次の手順に従って 3.5 型ハードディスウドライブを取り付けます。 

1. フロントマスクを開く。 

2. ダミートレーを外す。 



3. 


八ードディスクドライブをディス 
クケージに取り付ける。 

ハードディスクドライプのトレー 
にあるハンドルを完全に開いた状 
態にして、ディスクケージの奧に 
突き当てるまで差し込みます。 

差し込み終えたらレパーを閉じて 
固定します（「カチッ」と音がして 
ロックされます)。 



wO 弊社が推奨する八ードディスクドライブを使用してください。 
ito 詳しくはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくだ 
さい。 


図を参照して八ードディスクドライプ（トレー）の向きを確認してから差し込 
んでください。またレバーを閉じた際にレバーのフックがディスクケージのフ 
レームに引つかがっていることを確認してください。 



ディスクケージのスロットにはダミートレーが取り付けられています。ハード 
ディスクドライブを取り付ける場合は、ダミートレーを取り外してから取り付 
けてください。 

なお、本体内部の冷却効果を保持するためにハードディスクドライブを取り付 
けていない空きスロットにはダミートレーを取り付けてください。 
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ハードディスクドライブキヤ 1 J アは、ハンドル部にある水色のタブを押してハンド 
ルを手前に止まるまで開くとディスクケージが5解除されます。 

トレーとハンドルをしつかりと持ちながらまっすぐディスウケージに取り付けてく 
ださい。 


胃-〇 本体の電源が ON の間に複数台の八ードディスクドライブを取り外すと論理ディ 
スクを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


4. フロントマスクを閉じる。 


取り外し 

ハ- ドディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


ハー ドディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマツト」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1. 172ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. フロントマスクを開く。 

3. 「取り付け」の手順3を参照して 
八ードディスクドライブを取り出 
す。 

4. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているスロットにダミー 
トレーを取り付ける。 



























182 内蔵オプションの取り付け 



uwm 


• ダミートレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレーを取り付けてく 
ださい。 

參 取り外した八ードディスクドライブが RAID を構築している内の1台で 
ある場合、 RA 旧システムによる冗長性がない状態となります ( RAID 1 
や RA 旧5などの場合)。早急にハードディスクドライブを取り付けてく 
ださい。 


5. フロントマスクを閉じる。 
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2.5 型八ードディスクドライブ 

本体の内部には、ハードディスクドライプを最大8台取り付けることができます。 

N8 154-24 2.5 型ディスクケージ搭載の場合 





• 弊社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 
ハードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （20 10年6月現在）。 


N 8 150-300 
N 8150 -301 
N 8 150-322 
N 8 150-304 
N 8 150-302 
N 8 150-303 
N 8 150-276 
N 8 150-277 


(146.5 G 巳、10,000_、 SAS ) 
(300 GB 、 10,000_、 SAS ) 

(450 G 巳、10,000 rpm 、 SAS ) 
(600 GB 、 10,000_、 SAS ) 
(73.2 GB 、 15,000_、 SAS ) 
(146.5 GB 、 15,000_、 SAS ) 
(160 GB 、 7,200 rpm , SATA 2/300) 
(500 GB 、 7,200 rpm . SATA 2/300) 


N 8 150-702 (50 GB . SSD ) 


• 同ーケージ内に異なる規格の八ードディスクドライブを搭載することは 
でぎません。 



胃-〇 ハードディスクドライブは PORTO (右側）から順に間をあけないように取り 
付けてください。 
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取り付け 

次の手順に従って 2.5 型ハードディスクドライブを取り付けます。 


1. フロントマスクを開く。 

2. 八ードディスクドライブをディスクケージに取り付ける。 

ハー ドデイスクドライプのトレーにあるハンドルを完全に開いた状態にして、デイ 
スウケージの奧に突き当てるまで差し込みます。 

差し込み終えたらレパーを閉じて固定します（「カチッ」と音がしてロックされます）。 


"~〇 弊社が推奨する八ードディスクドライブを使用してください。 

詳しくはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくだ 
さい。 


^ 囡を参照して八ードディスクドライプ（トレー）の向きを確認してから差し込 
んでください。またレバーを閉じた際にレバーのフックがディスクケージのフ 
レームに引つかかっていることを確認してください。 



ディスクケージのスロットにはダミートレーが取り付けられています。ハード 
ディスクドライブを取り付ける場合は、ダミートレーを取り外してから取り付 
けてください 〇 

なお、本体内部の冷却効果を保持するためにハードディスクドライブを取り付 
けていない空きスロットにはダミートレーを取り付けてください。 


ドライブキヤリアは、ハンドル部にある緑色 （ SAS ) /水色 ( SATA ) のタブを押し 
てハンドルを手前に止まるまで開くとディスクケージから解除されます。 

トレーとハンドルをしっかりと持ちながらまつすぐディスクケージに取り付けてく 
ださい。 


胃-〇 本体の電源が ON の間に複数台の八ードディスクドライブを取り外すと論理ディ 
スタを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


3. 


フロントマスクを閉じる。 
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取り外し 

ハードディスクドライプは次の手順で取り外すことができます。 





八ードディスクドライブ内のデータについて 

取り外したハードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


4. フロントマスクを開く。 

5. 「取り付け」の手順2を参照して八ードディスクドライブを取り出す。 

6. フロントマスクを閉じる。 







186 内蔵オプションの取り付け 


RAID システムの設定方法 


本体前面にあるハードディスクドライプペイに搭載したハードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 


胃-〇 • RAID システム構成に変更する場合や、 RAI □レベルを変更する場合は、 
八ードディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用す 
る八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、パックアップ 
を別のハードディスクドライブにとってからポードの取り付けや RA 旧 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RA 旧システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントローラの特徴を理解し、目的にあった RAID コントローラを 
使用してください。 

• RAIDO 以外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築には、オンボードの RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID ™) 
の機能を利用する方法の他にオプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/130) を利用する 
方法があります。 
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オンポードの RAID コント □— ラ (LSI Embedded MegaRAIDTM ) を利用する 

•I ■ 日 △ 


マザーボード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設定を変更すると、内蔵ハード 
ディスクドライプを RAID システムのハードディスクドライブとして認識させることができま 
す。ジャンパの位置と設定は下図のとおりです。 



設定を変更した6、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAD システムを構築します。 
詳しくは、 「RAID システムのコンフィグレーション」 （275 ページ）を参照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティ ングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
ティングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 





























































188 内蔵オプションの取り付け 


ディスクケージの設定 

ディスクコント□—ラが Onboard SATA コント□ーラの場合は、 J 5 の設定を変更してくださ 
い。 




2.5 型ディスクケージ 
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オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/130) を利用する場合 


オプションの RAID コント□—ラ( N 8 103- 129/ 130) を取り付けた本装置で、内蔵のハード 
ディ スクドライブを RAID システム構成にする場合は、 マ ザーボード上のハード ディ スウドラ 
イプインタフェースケーブルの接続先を変更します。 

出荷時の内蔵ハードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA コネクタ 
に接続されています。 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□—ラ( N 8 103- 129/ 130) に添付の説明書を参照 
してください。 


胃-〇 オプションの RAID コント□ーラは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの 
Bfei 金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから RA 旧コント□一 
ラポードを取り扱ってください。また、 RAID コントローラポードの端子部分 
や部品を素手で触ったり、 RAID コント□—ラポードを直接机の上に置いたり 
しないでください。静電気に関する説明は170ページで詳しく説明していま 
す。 


^ オプションの RAID コントローラを取り付ける場合は、巳 IOS SETUP ユーティ 
エックI リテイの 「Advanced」 メニューの 「PCI Configuration」一「PCISlot xxR0M(xx 
は PCI ス□ット番号)」のパラメータが 「Enabled」 になっていることを確認し 
てください。 








190 内蔵オプションの取り付け 


RAID システム構築時の注意事項 


RAID システムを構築するときは、次の点について注意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA ハードディスクドライプどちらかを、構築した 
い RAID レベルの最小必要台数以上を搭載していること （ RAID の構成によってディスク 
の最ノ j 〈必要台数は異なります)。 

• 論理ドライブは、 RAIDO、RAID 1 , RAID 10 、 RAID 5, RAID 50、 RAID 6 のいずれか 
の RAID レベルを選択、設定します。 

• オンポードの RAID コントローラでの RADIO では、論理ドライプのサイズを指定するこ 
とができないため、 2 TB 以上のハードディスクドライブを使用する場合、論理ドライブ 
のサイズが約 4 TB 以上となります。しかし、 OS をインス!■'ールする論理ドライブは、 

OS の制限により 2 TB までしか使用できないため、オンボードの RAID コントローラを使 
用する場合、 2 TB 以上のハードディスクドライプでの RAID 10 はサポートしていません。 

内蔵のハードディスクドライプにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から OS のインストール、セットアップまでをすることをお 
勧めします。 

システムをインストールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ストールまでを自動でインストーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィヴ 
レーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライプの 
構成についての詳細な説日月は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （275 ページ）や、才 
プシヨンの RAID コントローラ( N 81 03- 129/1 30) に添付の説日月書を参照してください。 


胃-〇 N 81 03-1 29/130実装時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないで 
■to ください。 







ハードウエア編 191 


RAID システム構成での八ードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいハー 
ドディスウドライブに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻 
すことのできるリビルド機能を使用することができます。 

リビルド機能は RAID 1、 RAID 10 、 RAID 5 、 RAID 50 、 RAD 6 に設定されている論理ドラ 
イプで有効です。 

才ートリビルドは、故障したハードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、ハード 
ディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンパー色に交互に点灯してオートリビルドを 
行っていることを示します。 

才ートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

• ハードディスクドライプの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

他にリビルド中のハードディスクドライプがある場合は、八ードディスウドライプの交換を行 
わないでください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアン 
パー色に交互に点灯しています）。 




192 内蔵オプションの取り付け 


PCI ポード 

本体には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを6つ用意しています。 


• PCI ポードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に対する注意については、170ページで説 
明しています。 

春 ロングポードは PCI #2〜#5に搭載できます。また、実装する際には、 
マザーポード上の部品に接触しないよう、注意して実装してください。 


マザーボード 
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オプションデパイスと取り付けス□ッ I 覧 


型名 

製品名 


PCIe2_0 

#1 

PCIe2.0 

#2 

PCIe2.0 

#3 

PCIe2.0 

#4 

PQel.l 

#5 

PCI#6 

備考 

PCI スロツト性能 

x8 レーン 

x4 

レーン 

32-bit/ 

33MHz 

転送帯域 （1 レーンあたり） 

5Gb/s 

2.5Gb/s 

- 

スロツトサイズ 

フル八イト 

PCI ポードタイプ 

x8 ソケット 

5V 

搭載可能なポードサイズ 

1 50mm 
以下 

173.1 mm 以下（ショート） 

312mm 

以下 

(ロング/ 

シヨ-卜) 

N 8103 -129 

RAID コント□—ラ 
(256 MB,RAID 0/1) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

一 

〇 

- 

- 

一 

一 

内蔵ディスク接続 
_用 

増設パッテリ 
[ N 8 103-123] 搭 
載可 

N 8103 -130 

RAID コント□—ラ 
(256 MB.RAID 0/ 1/5/6) 

( 力ード性能： PCI EXPRESS 2.0 

— 

〇 

- 

- 

- 

- 

N 8103 -95 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

一 

一 

一 

一 

一 

〇 

内蔵/外付けデパイ 
ス装置との接続専用 

N 8103 -75 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

一 

一 

一 

一 

一 

〇 

N 8103 -107 と混 
在不可 

内蔵/外付けデパ 
イスとの接続専用 

N 8 103- 107 

SCSI コント□—ラ 

(力ード性能： PCI EXPRESS ( xl )) 

一 

〇 

〇 

〇 

〇 

一 

最大3枚まで搭載 
可能。 N 8 103-75 
と混在不可 
内蔵/外付けデバ 
イス装置との接続 
専用 

N 8103 -104 A 

SAS コント□—ラ 

(力ード性能： PCI EXPRESS ( x 8)) 

一 

〇 

〇 

〇 

一 

一 

内蔵/外付けデパイ 
ス装置との接続専用 
内蔵 HDD/SSD と 
の接続不可 

N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

一 

一 

一 

一 

一 

〇 

LAN 増設用 

N 8104 -119 

1000 BASE-T 接続ボード 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

一 

一 

一 

一 

一 

〇 

LAN 増設用 

N 8104 -126 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

一 

最大3枚まで 

N 8104 -112 と混 
在不可 

N 8104-126 との 

Teaming ( AFT / 

SFT / ALB )、 

Bonding をサポート 
10巳 ASE-T は未サ 
ポート 

N 8104-121 

1000 BASE-T 接続ボード (2 ch ) 
(力ード性能： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

一 

最大2枚まで 

N 8104 -112 と混 
在不可 

標準ネットワーク及 
び、 N 8104-121 と 
の Teaming ( AFT / 
SFT / ALB )、 

Bonding をサポート 
10 BASE-T は未サ 
ポート 

N 8104-125 A 

1000 BASE-T 接続ボード (4 ch ) 

(力ード性能： PCI EXPRESS ( x 4)) 

一 

〇 

〇 

〇 

一 

一 

N 8104 -112 と混 
在不可 

標準ネットワーク及 
び、 N 8104-125 A 
との Teaming ( AFT / 
SFT / ALB )、 

Bonding をサポート 
10巳 ASE-T は未サ 
ポ _ 卜 

プーツ付き LAN 
ケープル使用不可 



































194 内蔵オプションの取リ付け 


型名 

製品名 


PCIe2.0 

#1 

PCIe2.0 

#2 

PCIe2_0 

#3 

PCIe2.0 

#4 

D Clel.l 

#5 

PCI#6 

備考 

PCI ス□ット性能 

x8 レーン 

x4 

レーン 

32-bit/ 

33MHz 

転送帯域 （1 レーンあたり） 

5Gb/s 

2.5Gb/s 

- 

ス□ットサイズ 

フル八イト 

PCI ポードタイプ 

x8 ソケット 

5V 

搭載可能なポードサイズ 

1 50mm 

以下 

173.1 mm 以下（ショート） 

312mm 

以下 

(ロング/ 
シヨ - 卜） 

N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード 

一 

一 

- 

一 

一 

〇 

N 8 104- 126/- 
121/-125 A と混 
在不可 

N 8104-123 A 

10 GBASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS ( x 8)) 

一 

〇 

〇 

〇 

一 

一 

LAN 増設用 
最大1枚まで増設 
可能 

N 8104 -94 

4回線音声. FAX 処理ボード 
(力ード性能: 32 bit /33 MHz PCI ) 

— 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8 104-95 

4回線音声処理ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -96 

12回線対応音声処理ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104-101 

高速回線ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8 104- 102 

高速多回線ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

— 

- 

- 

- 

— 

〇 


N 8117-01 A 

増設 RS -232 C コネクタ 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 


• 標準搭載 〇搭載可能 一搭載不可 

* レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例>1レーン =2.5 Gbps 、 4レーン =10 Gbps 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下の力ードが接続可能。 

<例 > x 4 ソケット— xl 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 

* 搭載可能なポードの奥行きサイズはショートサイズの場合 173.1 mm まで、ロングサイズの場合 312 mm まで。 
* 各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 製品名のカッコ内に記載された力ード性能とは力ード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 


• 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同士）で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能です。ただし、 
標準ネットワークとオプシヨン LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことはできま 
せん。 
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取り付け 


次の手順に従って pci ボードス□ットに接続するポードの取り付けを行います。詳細について 
は、ポードに添付の説明書を参照してください。 


1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、 
ボードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 172ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 173ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


4. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 


5. ネジをゆるめて PCI 力ード固定ブ 
ラケットを取り外す。 


6. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
パーを取り外す。 



wO 取り外したスロットカバーは大切に保管してください。 
















196 内蔵オプションの取り付け 


7. ポードの部品面を本体底面側に向け、ボードのリアノ ネルをフレームのノ （ ネにしっ 
かりと当ててからボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりと 
ボードを押し込む。 

ロングボードの場合は、本体前面側にあるガイドレールの溝にポードを合わせてか 
らス□ツトに接続します。 


PCI ガイドレール 




8. 手順5で取り外した PCI 力ード固定ブラケットを取り付ける。 


うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取 
Bfai り付け直してください。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれ 
がありますので注意してください。 


9. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

10. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

1 1. 本体の電源を 0 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 


エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

1 2. 巳 I 〇 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは244ページをご覧ください。 
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取り付け後の設定 

取り付けたポードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体の BIOS セット 
アップユーティリティやボードに搭載.添付されているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本体の設定を変更しなければならない場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設定してください。 

なお、本装置では電源 ON 後に PCI パス番号の小さい順にスキャンをします。ボードに搭載さ 
れたオプション ROM 内に BIOS ユーティリティが格納されている場合は 、 PCI パス番号の小さ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 


取り外し 

次の手順に従って PCI ポードス□ットに接続されているボードの取り外しを行います。 

1 . 172ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 173ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクトカバーを取り外す。 

4. ボードを取り外す。 

5. 取り外したダクトカバーとレフトサイドカバーを取り付ける。 

6. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

7. 巳 I 〇 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの [Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは244ページをご覧ください。 


増設パッテリの取り付け 

RAID コントローラ( N 8 103- 129/ 130) に増設パッテリを増設する場合、以下の手順に従つ 
て取り付けてください。 


取り付け 

1 . 172ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 173ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フロントマスクを開く。 






198 内蔵オプションの取り付け 


3. RAID コン ト □— ラを取り外し、 
増設パッテリに添付されている 
バッテリ接続ボードを RAID コン 
トローラに取り付ける。 

RAID コントローラの取り外しは 
214ページを参照してください。 



4. バッテリ接続ポードにケーブルを 
接続する。 

コネクタとケープルのマーキンヴ 
を合わせて接続してください。 


5. RAID コント □— ラを取り付ける。 


RAID コント□ーラの取り付けは 
195ページを参照してください。 




6. PCI フアンの下の穴からケーブルを装置前面側に通す。 


7. 増設バッテリにケーブルを取り付 
ける。 


コネクタとケーブルのマーキング 
を合わせて接続してください。 
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9. 増設パッテリを手順8.で外したブ 
ラケットに、増設パッテリに添付 
のネジ3本で取り付ける。 




11. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

12. フロントマスクを閉じる。 


取り外し 

増設パッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 






































200 内蔵オプションの取り付け 


DIMM 

DIMM ( DualIn-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取り付けます。マ 
ザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが12個あります。 



CPU 2 一 DIIMM 
CPU 2 一 DIIMM 
CPU 2 一 DIIMM 
CPU 2 一 DIIMM 
CPU 2 一 DIIMM 
CPU 2 一 DIIMM 


#4 

#1 

#5 

#2 

#6 

#3 



メモリ最大 96 GB (8 GBx 12枚)まで増設できます。 





• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は170ページで詳しく 
説明しています。 

參 指定以外の DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれが 
あります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。次に示すモデルをお買い求めくだ 
さい （20 10年6月現在)。 


一 N8 102-379 
一 N8 102-380 
一 N8 102-381 
一 N8 102-382 


1G 巳増設メモリポード 
2G 巳増設メモリポード 
4G 巳増設メモリポード 
8GB 増設メモリポード 
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DIMM の増設順序 

1 CPU 構成時と 2 CPU 構成時でメモリの増設順序が違います。 

1 CPU 構成時は DIMM ス□ッ ト 番号の小さい順に増設してください。 

2 CPU 構成時は各 CPU の DIMM ス□ッ ト 番号の小さい順に交互に増設してください。 
容量の大きいメモリからス□ッ ト 番号の小さい順に増設してください。 




胃 -O 2CPU 実装時は、 ESMPR0 での表示位置と実際の実装位置が異なります。 

ran 


1 CPU 時 

-1枚目： 

- 2枚目： 

- 3枚目： 

- 4枚目： 

- 5枚目： 

- 6枚目： 
2 CPU 時 

-1枚目： 

- 2枚目： 

- 3枚目： 

- 4枚目： 

- 5枚目： 

- 6枚目： 

- 7枚目： 

- 8枚目： 

- 9枚目： 
—10枚目 
—11枚目 
-12枚目 


実装位置 

CPU 1_ DIMM 1 スロット 
CPU 1_ DIMM 2 スロット 
CPU 1_ DIMM 3 スロット 
CPU 1_ DIMM 4 スロット 
CPU 1_ DIMM 5 スロット 
CPU 1_ DIMM 6 スロット 

実装位置 

CPU 1_ DIMM 1 スロット 
CPU 2_ DIMM 1 スロット 
CPU 1_ DIMM 2 スロット 
CPU 2_ DIMM 2 スロット 
CPU 1_ DIMM 3 スロット 
CPU 2_ DIMM 3 スロット 
CPU 1_ DIMM 4 スロット 
CPU 2_ DIMM 4 スロット 
CPU 1_ DIMM 5 スロット 
CPU 2_ DIMM 5 スロット 
CPU 1_ DIMM 6 スロット 
CPU 2_ DIMM 6 スロット 


ESMPR 〇表示 
メモリ1 
メモリ2 
メモリ3 
メモリ4 
メモリ5 
メモリ6 


ESMPR 〇表示 
メモリ1 
メモリ7 
メモリ2 
メモリ8 
メモリ3 
メモリ9 
メモリ4 
メモリ1〇 
メモリ5 
メモリ11 
メモリ6 
メモリ12 
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1 CPU 時 


背面側 


前面側 



2 CPU 時 

•5 枚目 
_11枚目 
-3 枚目 
_9枚目 
•1 枚目 
_7枚目 
•8 枚目 
■2 枚目 
10枚目 
•4 枚目 
12枚目 
6枚目 


• CPU2 を実装していない場合、 CPU2_DIMM1 〜6は使用できません。 

參 メモリポードを増設時は必ず容量の大きいメモリから、 DIMM 番号の小 
さい順に増設してください。 




1 GB 増設メモリボードは x 4 SDDC に対応しておりません。 
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メモ U クロック 

CPU と 8 GB 増設メモリポードの搭載有無により、メモリクロックが異なります。 

• Xeon E 5503 / E 5506 

搭載するメモリによらず、800 MHz のメモリクロックで動作します。 


メモリ RAS 機能 

本装置ではメモリ RAS 機能として標準で 「 x 4 SDDCECC メモリ機能」を持っています。 
「 x 4 SDDC ECC メモリ機能」を利用する場合には、次の増設メモリポードを搭載する必要が 
あります。 

一 N 8 102-380 

- N 8102 -381 

一 N 8 102-382 

一 N 8 102-383 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1 . 172ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 173ぺージを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

*5 田中 : JO ■ 、、. ( ^ 女 、I . k. 



4. DIMM を取り付けるコネクタにあ 
る左右のレバーを開く。 



5. DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 








204 内蔵オプションの取り付け 


DIMM の向きに注意して<ださい。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
g エック | の キーとキース ロットがあります。 


DIMM が DIMM コネクタに差し込まれるとレパーが自動的に閉じます。 

6. レバーを確実に閉じる。 

7. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

8. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

9. 本体の電源を 0 N にして POST の画面で エラー メ ッセー ジが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については342ぺージを参照してください。 

10. SETUP を起動して 「 Advanced 」 メニューの 「 MemoryConfiguration 」— 
「Memory Information 」 で増設した DIMM が BIOS から認識されていること（画 
面に表示されていること）を確認する （249 ページ参照)。 

11. 「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 を 
「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは244ページをご覧ください。 

12. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は88ぺージを参照してください。 


無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれがあります。まつす 
ぐ、ていねいに差し込んでください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は， POST や ESMPR 0 で表示されるエラーメッ 
If エック| セージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 


1. 「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をする。 


2. 取り外す DIMM のコネクタの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

DIMM のロックが解除されます。 


3. DIMM を取り外す。 



4. ダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

5. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 
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6. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

7. 本体の電源を 0 N にして POST の画面で エラー メッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については342ぺージを参照してください。 

8. 故障した DIMM を交換した場合は、 「 Advanced 」 メニューの 「Memory 
Configuration 」 で 、 「Memory Retest 」 を 「 Yes 」 にする。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは249ページをご覧ください。 

9. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は88ぺージを参照してください 0 




206 内蔵オプションの取り付け 


プ□セッサ ( CPU ) 

標準装備の CPU (インテル® Xeon ® プロセッサー）に加えて、もう1つ CPU を増設し、マル 
チプロセッサシステムで運用することができます。 


W-O • CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
BM に触れて身体の静電気を逃がしてから cpu を取り扱ってください。ま 

た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関する説明は170ページで詳しく説 
明しています。 

參 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

參 弊社で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーポードが故障する 
おそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でも有料となります。 

• CPU の増設を行った場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更 
しなければなりません。200ページの DIMM の説明を参照し、メモリの 
取り付け位置の変更を行ってください。 


CPU #1 CPU #2 

(標準装 _ CPU ) (オプシヨンの CPU ) 



マザーボード 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けます。 


1 . 172ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 173ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. 左側面が上になるように本体をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静かに倒す。 


4. 


5. 


固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 


ソケットのレバーを一度押し下げ 
てフックから解除してレバーを止 
まるまでゆっくりと開く。 




6. プレートを持ち上げる。 






208 内蔵オプションの取り付け 



參 保護カバーは大切に保管しておいてください。 CPU を取り外したとき 
は必ず CPU の代わりに保護カバーを取り付けてください。 

• ソケットの接点が見えます。接点には触れないでください。 


8. 新しい CPU を取り出し、保護カバーから取り外す。 


wO CPU を持つときは、必ず端を持ってください。 CPU の底面（端子部）には触 
Bfaa れないでください。 


9. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 

親指と人差し指で CPU の端を持っ 
てソケットに差し込んでくださ 
し、親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うようにして持つ 
と取り付けやすくなります。 



象 〆 ^ • CPU の切り欠きとソケットのキー部を合わせて差し込んでください。 

• CPU を傾けたり、滑らせたりせずにソケットにまっすぐ下ろして < ださ 
い。 
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胃-〇 ヒートシンクの向きに注意して取り付けてください。誤った向きで取り付ける 
■to と cpu ダクトが入りません。 



14. 匕一トシンクをネジで固定する。 

ネジは、たすきがけの順序で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 


15. 匕一トシンクがマザーポードと水 
平に取り付けられていることを確 
認する。 



w-O • 斜めに傾いているときは、しヽったんヒートシンクを取り外してから、も 
BfaJ う一度取り付け直してください。 

CPU が正しく取り付けられていないとヒートシンクを水平に取り付け 
られません。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 

• CPU の増設を行った場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更 
しなければなりません。200ページの DIMM の説明を参照し、メモリの 
取り付け位置の変更を行ってください。 
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16. ダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

17. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、手順12 
〜4の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の2項目を参照して 
ください）。 





• CPU の故障以外で取り外さないでください。 

參運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く 
回して、ヒートシンクが CPU から離れたことを確認してから行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外すと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがあります。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 

1. CPU を増設した場合は、 SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Processor 
Configuration」—「Processor Information ] の順でメニューを選択し、増設 
した CPU の ID 、 L 2 CacheSize および L 3 Cache Size が正常になつていることを 
確認してください （244 ページ参照)。 








212 内蔵オプシヨンの取り付け 


ファイルデバイス 

本体には、光ディスクドライブや M 〇ドライブ、磁気テープドライブなどのバックアップデバ 
イスを取り付けるス□ットがあります。増設ス□ットは標準の状態で2ス□ットあります。 

SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボードと内 
JrfeTR 蔵 SCSI ケーブルが必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を参照してくだ 
さい。 


ファイルペイ 



5.25 型 
デパイスペイ 


取り付け 


次の手順に従ってファイルデパイスを取り付けます。ここでは標準装備のファイルペイを中心 
に説明しています。八ードディスクドライプデパイス実装キットについては、説明が異なる場 
合のみ併記しています。 

1. デバイスの設定をする。 

デパイスペイに取り付けるデパイスの設定は以下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デパイス 

終端抵抗 OFF * 


* オプションの内蔵 SCSI ケープルに終端が取り付け5れていない場合は 
終端抵抗 ON に設定して < ださい。 


SCSI デパイスを搭載する場合は 、 SCSI ID が同じケーブルに接続されている 
Bto 他の機器と重ならないように設定してください。 


2 . 


172ページを参照して取り付けの準備をする。 
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3. 173ページと176ページを参照してレフトサイドカバーとフロントマスクを取り 
外す。 

PA 1 ハードディスクドライブデバイスベイ変換キッドを取り付ける場合は、増設ス 
irlEvhl ロット2のダミーカバーも取り外してください。 


4. 増設ス□ット1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外して取 
り外す。 



胃-〇 取り外したダミーカパーは大切に保管してください。 

ran 


5. 取り付けるデバイスを本装置に添 
付されているネジ4本で本装置添 
付のレールに固定する。 



必ず本装置に添付されているネジを使用してください。 


W-O N 8151 -86 内蔵 RDX を取り付ける場合の注意事項。 

OS やソフトウェアからコマンドによる Eject 操作を行った場合、排出された 
カートリツジがフロントマスクに接触し Eject エラーとなります。 

コマンドによる Eject を行う場合、以下のいずれかの対処を行ってください。 

一 Eject 操作を行う時はフロントマスクを開けておく。 

— デバイスの取り付けを変更する 

カートリツジが閉じているフロントマスクに接触しないようにするには 、 RDX 
装置を奥まった位置に取り付けます。 












































214 内蔵オプシヨンの取り付け 


6. 左右のリリースタフを押しながら 
増設スロット1にデバイスをゆつ 
くりと差し込む。 

「カチツ」と音がしてロックされる 
まで押し込んでください。 



7. 装置側面から取り付けた 5.25 型デバイスにインタフエースケーブルと電源ケーブ 
ルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケープル接続」を参照してください。 

8. 本体を組み立てる。 

9. SCSI コン ト□—ラの BIOS ユー ティリティを使って転送速度などの設定をする。 

詳しくは SCSI コント□ーラに添付の説 B 月書を参照してください。 

10. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I ルする。 

詳しくはデパイスに添付の説明書を参照してください。 


取り外し 


Issn nnn 


ファイルデバイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外し 
たままにする場合は、夕'ミーカバーを取り付けてください。 
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光ディスクドライブ 

標準の光ディスクドライプをオプションの内蔵 DVD Super MULTI ドライブへ交換する手順 
について説明します。 

WTO 弊社で指定していない DVD Super MULTI ドライブを取り付けないでくださ 
い。 


交換手順 


次の手順に従ってオプションの内蔵 DVD Super MULTI ドライブへ交換します。 


1 . 172ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 173ページと176ページを参照してレフトサイドカバーとフロントマスクを取り 
外す。 


3. 装置側面から光ディスクドライブに接続されているインタフェースケーブルと電源 
ケーブルを取り外す。 


4. 左右のリリースタブを押しながら 
標準装備されている光ディスクド 
ライブを取り外す。 



5. 取り外した光ディスクドライブで 
使用しているレールとネジを取り 
外し、オプションの内蔵 DVD 
Super MULTI ドライブへ取り付 
ける。 



















216 内蔵オプシヨンの取り付け 


6. もとのデバイスベイに左右のリ 
リースタブを押しながら静かに差 
し込む。 


「カチツ」と音がしてロックされる 
まで確実に押し込んでください。 



光ディスクドライプを押し込むときにケープルをはさんでいないことを確認 
してください。 


7. 装置側面から内蔵 DVD Super MULTI ドライブにインタフエースケーブルと電源 
ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」 （231 ページ）を参照してください。 


"rO コネクタのピンが曲がったり、確実に接続していなかったりすると、誤動作の 
原因となります。光ディスクドライブと各ケーブルコネクタを見ながら確実に 
接続してください。 


^ ケープルをはさんでいないことを確認して<ださい。 


8 . 


本体を組み立てる。 




















ハードウエア編 217 


増設フアン 

増設フアンの取り付け、取り外し方法は次のとおりです。 


取り付け 


増設フアンは、次の手順で取り付けることができます。 

1 . 172ページを参照して取り付けの準備をする。 

173ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


2 . 

3. 


固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 




5. フアンを持ち上げ、コネクタを取 
り外す。 











































218 内蔵オプシヨンの取り付け 


6. 増設フアンを取り付ける。 




が 
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8. マザーポード上のジャンパーピンを上側にずらし、オプションのフアンユニットの 
ケーブル （2 本）をマザーボード上のコネクタに接続する。 

ESMPRO で正確な管理をするため、接続を圊違えないでください。 


マザ_ポ_ド 



9. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

10. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 


増設ファンは、「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 






















































220 内蔵オプションの取り付け 


3.5 型ディスクケージ 

N 8 154-25 3.5 型ディスクケージは、4台の SATA ハードディスクドライプで RAID システムを 
構築することができる専用のケージで、本装置の運用中（電源 0 N 中）にハードディスクドラ 
イプの取り付け/取り外し/交換ができる「ホットスワップ」機能を提供します。 


取り付け 


次の手順に従ってディスクケージを取り付けます。 


1. 1フ2ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. 173ページと1フ6ページを参照 
してレフトサイドカバーを取り外 
し、フロントマスクを開く。 


3. ディスクケージを図に示す向きに 
持って本体へゆっくりと差し込 
む。 
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4. ディスクケージに添付のネジ （4 
本）で本体に固定する。 



取り外したダミートレーや余ったネジは大切に保管してください。 

ran 



































































































222 内蔵オプションの取り付け 


8. 以下の図を参照して、 SAS ケーブル(別売の K ケーブル)、 SGPIO ケーブル（デイ 
スクケージに添付)、電源ケーブルを接続する。 



9. ケーブルを接続する。 

[ RAID コントローラ接続の場合] 

(1) 別売の SAS ケープル （ K 410 -174(00)) を RAID コントローラに接続する。 

(2) SGPIO ケープルをマザーボード上の SGPIOA コネクタに接続する 
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[マザーポード接続の場合] 

別売の SAS / SATA ケープル ( K 410-232(00)) をマザーボード上の SATA コネウタ 
と SGPI 02 コネクタ （8 ピン）に接続する。 

SATA ケーブルには接続先のチャネル番号を示すラペルが貼り付けられています。 
ラペルの番号と同じポート（コネウタ）に接続します。 



10. 取り外したファン（ディスクケージ側）を取り付け、ネジ （1 本）で固定し、ファ 
ンのコネクタをマザーボードのコネクタに接続する。 

11. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

12. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 


ディスクケージは「取り付け」と逆の手順で取り外すことができます。 




224 内蔵オプションの取り付け 


3.5 型 Fixed ディスクケージ 

N 8 154-34 3.5 型 Fixed ディスクケージは、 3.5 型 SATA ハードディスクドライブを搭載するた 
めのディスクトレー4台組です。 

「ホットスワップ」には対応していないため、 RAID システムを構築しても運用中（電源 ON 中） 
にハードデイスクドライブの交換は行えません。 


取り付け 


次の手順に従ってディスクケージを取り付けます。 


1. 172ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. 173ページと176ページを参照 
してレフトサイドカバーを取り外 
し、フロントマスクを開く。 


3. 八ードディスクドライブを平らな 
場所に置き、ドライブキャリアを 
かぶせるように乗せる。 



4 . 


ネジ穴を合わせてネジ（左右2本 
ずつ）でハードディスクドライブ 
をドライブキャリアに固定する。 



w-O 八ードディスクドライブを固定するネジは、ドライブキャリア添付のネジを使 
■to 用してください。必要以上に長さのあるネジを使用するとパードディスクドラ 
イブを破損するおそれがあります。 
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5. つまみを持って、ドライブキャリ 
アを装置に取り付けネジ2本で固 
定する。 


6. ケーブルを接続する。 

ハードディスクドライプは下から PortO 、 1、2、3となるようにマザーボードの SATA 
コネクタ （ SATA 0、 1、2、 3) に接続してください。 

7. 本体を組み立てる。 

8. 巳 IOS セットアップユーティリティを起動して、 BIOS からハードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する （235 ページ)。 


取り外し 

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 






八ードディスクドライブ内のデータについて 

取り外したハードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータはハードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1. 172ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 173ページと176ページを参照してレフトサイドカノ（一を取り外し、フロントマ 
スクを開<。 

3. 「取り付け」の手順5〜6を参照してドライブキャリアを取り出す。 

4. 「取り付け」の手順8を参照して八ードディスクドライブを取り出す。 

5. 本体を組み立てる。 















226 内蔵オプションの取り付け 


2.5 型ディスクケージ 

N 8 154-24 2.5 型ディスクケージは、8台の SAS / SATA ハードディスクドライブで RAID シス 
テムを構築することができる専用のケージで、本装置の運用中（電源 ON 中）にハードディス 
クドライプの取り付け/取り外し/交換ができる「ホットスワップ」機能を提供します。 


取り付け 


次の手順に従ってディスクケージを取り付けます。 


1. 172ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 173ページと176ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フロントマ 
スクを開く。 


3. ディスクケージを図に示す向きに持って本体へゆっくりと差し込む。 



5. 


シールドブラケットを図に示す向 
きに持って本体へ差し込み、ディ 
スクケージに添付のネジ （2 本） 
で本体に固定する。 



上部のツメを先に引っ掛けてから本体に差し込んでください。 


取り外したドライブキヤリアや余つたネジは大切に保管してください。 
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6. COVER BASE FRAME をディスクケージに添付のナイロンリベット （4 個）で 
本体に固定する。 

COVER BASE FRAME は筐体内側から合わせ、ナイロンリベットは筐体外側より 
固定する。 




















































228 内蔵オプションの取り付け 


8. 以下の図を参照して、 SAS ケーブル(別売の K ケーブル)、 SGPIO ケーブル（デイ 
スクケージに添付)、電源ケーブルを接続する。 



9. ケーブルを接続する。 

[RAID コント□—ラ接続の場合] 

(1) 別売の SAS ケープル K 410-174(00) を2本 RAID コントローラに接続する。 

(2) SGPIO ケープルをマザーボードに接続する。 

SAS/SATA ケーブルの接続 

2.5 型ディスクケージ背面奧側の SAS / SATA コネクタとマザーボードに実装され 
ている RAID コント□ーラの右側のコネクタと接続してください。 

2.5 型ディスクケージ背面手前側の SAS / SATA コネクタとマザーボードに実装さ 
れている RAID コント□—ラ左側のコネクタと接続してください。 


SGPIO ケーブルの接続 

SGPIO ケーブルとマザーポード下側の SGPIO A コネクタと接続してください。 
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[マザーボード接続の場合] 

K 410-232(00)( オプシヨン)が1本必要となります。 

※この場合ハードディスクドライブは最大4台までしか搭載できません。 


テイスクケージ側 




10. 取り外した本体装置のレフトサイドカバーを取り付ける。 

































































































230 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

ディスクケージは「取り付け」と逆の手順で取り外すことができます。 
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ケーブル接続 

本体内部のデパイスのケーブル接続例を示します。 


インタフェースケーブル 


インタフェースケーブルの接続について説明します。 



ここで示す図は接続を中心として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


八ードディスクドライブの増設 

ハードディスクドライプを増設した際の接続について説明します。 

• 3.5 型ディスクケージ搭載の場合 

ハードディスクドライプを増設した場合は、新たなケープル接続は不要です。ハードディ 
スクドライブは下から順に取り付けてください。 



5.25 型 
デパイスペイ 


ディスクケージ 

















































232 ケープル接続 


• 3.5 型ディスクケージ搭載時に RAID コントローラを増設している場合 

ハードディスウドライブを増設した場合は、新たなケープル接続は不要です。)\_ドディ 
スクドライブは下から順に取り付けてください。 


5.25型デバイスペイ 


ディスクケージ 


參 2.5 型ディスクケージ搭載時に RA 旧コント□ーラを増設している場合 

ハードディスクドライプは右から順に取り付けてください。 



=光ディスクドライブ用 SATA ケーブル 
c — M-3 SAS ケーブル 
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5.25 型デバイスの接続 

5.25 型デパイスペイには SCSI デパイスや USB デパイス等を搭載することができます。 


SCSI デバイスを搭載する場合 

接続に使用する SCSI コントローラと SCSI ケープルは別売です。別売の SCSI ケーブル ( K 410- 
68 A (00)) に SCS 滕続の終端をするためのコネクタが取り付けられている場合は、 5.25 型デパ 
イスの終端の設定を無効にしてください。 

• 3.5 型ディスクケージをマザーポード接続している場合 



c=M= 八ードディスクドライプ用 SATA ケーブル 


• 2.5 型ディスクケージを RA 旧コントローラに接続している場合 

























































































































234 ケープル接続 


電源ケープル 


電源ケープルの接続例を示します。ここに示す電源ケープル以外は本装置では使用しません。 
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システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説玥する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 

SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定されている内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほと 
んどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説玥するような場合な 
ど必要に応じて使用してください。 



參 SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行つてく 

ださい。 

參 SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 

「 Administrator 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 
「 Administrator 」 レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、す 
ベての項目の変更ができます。 「 Administrator 」 のパスワードが設定 
されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更で 
きる項目が限られます。 

參 0 S (オペレーティングシステム）をインストールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージョンがインストールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Save & Exit メニューまたはく Esc >、 く F 4> キーで必ず終了 
してください。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行つ 
た場合には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 




236 システム BIOS ( SETUP ) のセツトアップ 



本体の電源を0 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 ロゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F2> to enter SETUP or Press <F12> to boot from Network 


ここで < F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 


示されます。パスワードを入力してください。 



パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFR こしてください。 



パスワードには、 「 Administrator 」 と 「 User 」 の 2 種類のパスワードがあります。 
「 Administrator 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それら 
を変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更で 
きる設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニュ _ を示す 


サブメニューが， 
あることを示す 


設定項目 


■ Server 


、 

► BMC LAN Configuration 

► Event Log Configuration 


Additional setup menus to view 
server management features ゞ 

Assert NMI on PERR 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR 

[Enabled] 


FRB-2 Policy 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring 

[Disabled] 


^ Thermal Sensor 

[Enabled] 


Check previous System Config 

[Enabled] 


BMC IRQ 

[IRQ 11] 


POST Error Pause 

[Enabled] 


Memory/Processor Error 

[Boot] 


Power Switch Inhibit 

[Disabled] 


AC-LINK 

[Last State] 


Power ON Delay Time 

20 


Platform Event Filtering 

[Enabled] 


CLI SETUP 

[Disabled] 

FI: General Help 


\ 

F4: Save ESC: Exit 


ヘルプ 

ウインドウ 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 

n カーソルキー（丨、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ 力ーソルキー（―、 —） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server , Boot、Save & Exit などのメニューを選択 
します。 


□ <一>キー / <十>キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> キー 

選択した パラメータの 決定を行うときに押します。 


n < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。 













238 システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 


設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を 7 T ： します0 


日付 • 時刻関連 


「 Main 」 一 r System Date」 、 「System l ime 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

— UPS から電源が供給されたら常に電源を〇 N させる 
「 Server 」 rAC-LINKJ ^ 「Power OnJ 

— POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「 Server 」 rAC-LINKJ 「Last State 」 

— UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 
「 Server 」「 AC - LINK」—「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」「 Boot 〇 ption Priorities 」 起動順序を設定する 

P 〇 ST の実行内容を表示する 

「 Boot」rQuiet Boot 」—「 Disabled 」 

「 NEC 」 ロゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 

■ J モートウェイクアップ機能を利用する 

モデムから： rAdvanced 」 一 r Advanced Chipset Configuration 」 

— 「Wakeon Ring 」—「 Enabled 」 

RTC のアラームがら： 「 Advanced」—rAdvanced Chipset Configuration 」 

一 fWake on RTC Alarm 」—「 Enabled 」 


HW コンソール端末から制御する 

「 Advanced」—fSerial Port Configuration 」 —それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvancedJ 「Memory Configuration」—「CPU 1/2_DIMMn Status」 —表示を確 

認する (n: 1 〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 



CPU2 一 DIIMM4 
CPU2 一 DIIMM1 
CPU2_DIIMM5 
CPU2 一 DIIMM2 
CPU2 一 DIIMM6 
CPU2 一 DIIMM3 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

rAdvancedJ 「Memory Configurati 〇 n」—「Memory Retest」—「Yes」 ―再起動 

するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Advanced」—「Processor Configuration」—「Processor Imformation」 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーポード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

fBootJ -►「Bootup Numlock State」fOnJ (有効 )/ fOffJ (無効：初期値) 


ィベントログ関連 


イベントログをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 fClear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 
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巳 I 0 S レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Administrator Password」 -►パスワードを入力する 

管理者パスワード （Administrator）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Serial Port ConfigurationJ^ それぞれの 1/ 〇ポートに対して設定をする 


内蔵デパイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」 —それぞれのデパイスに対して設定をする 

RAID コント□ーラポードを取り付ける 

rAdvancedJ 「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM」 ― 「Enabled」 

n: PCI ス□ツトの番号 


設定内容のセーブ関連 


巳旧 S の設定内容を保存して SETUP を終了する 

「Exit」—「Save Changes and Exit」 

変更した BIOS の設定を破棄して SETUP を終了する 

「Exit」 一 rDiscard Changes and Exit」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

変更した巳 I 0 S の設定を破棄する 

「Exit」 一 rDiscard Changes」 

巳 I 0 S の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exit」一►「Load Setup Defaults」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー （—241 ページ） 

• Advanced メニュー（-^244ページ） 

• Security メニュー（-^256ページ） 

• Serve 「メニュー（-»*259ページ） 

• Boot メニュー （—268 ページ） 

• Save & Exit メニュー （—269 ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説玥 
します。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Inrormation 

— 

— 

BIOS Version 

— 

BIOS のパージョンを表示しま 
す。（表示のみ） 

Build Date 

MM/DD/YYYY 

BIOS のビルドの日付を表示しま 
す。（表示のみ） 

Access Level 

[Administrator] 

現在 SETUP メニューに 


User 

Administrator/User のどちらで 
アクセスしているかを表示しま 
す。（表示のみ） 

Password が設定されていない 
場合は [Administrator] と表示さ 
れます。 

Memory Information 

— 

— 

Total Memory 


基本メモリの容量を表示します。 
(表示のみ） 

System Language 

[English] 

SETUP で表示する言語を選択し 


Frangais 

ます。 


Deutsch 

「BIOS Redirection Port」 が有 


Espanol 

効にされている状態で SETUP を 


Italiano 

起動した場合、 System 

Language の設定は強制的に英 
語表示になります。またその状 
態では System Language の設定 
を変更することはできません。 
再び 「BIOS Redirection Port」 

を無効に設定すれば次回の 

SETUP 起動時に既存の設定した 
値で表示され、設定を変更する 
ことができます。 

System Date 

WWW MM/DD/YYYY 

日付を設定します。 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻を設定します。 


[]: 出荷時の設定 















ハードウエア編 243 


wO BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

參装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してくださし〗。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニュー（ここでは全てのメニュー）は、選択後く Ente「> キー 
を押してサブメニューを表示させてから設定します。 



Processor Configuration+t^ .X ~il— 

Advanced メニューで 「ProcessorConfiguration」 を選択し、く Ente「> キーを押すと以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 



Processor C5 Report 

[ACPI C3] 



EIST 

匸 Enabled!! 



Turbo Boost 

匸 Enabled] 



Performance/Watt 

[Power OptimizedD 



Server Class 

[HPC] 



Execute Disable Bit 

[Enabled] 



VT-x 

[Enabled] 



Active Processor Cores 

[ALL] 



Hyper-Threading 

[Enabled] 





FI: 

General Help 



F4: 

Save ESC: Exit 



Copy r 
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項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Inrormation 



Processor C3 Report 

Disabled 

ACPI C2 
[ACPI C3] 

プロセッサの C3 ステートを設定します。 

EIST 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ□セッサが提供する SpeedStep 
機能の有効/無効を設定します。 

本機能をサボートしたプロセッサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定できます。 

Turbo Boost 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサが提供する Turbo 

Boost Technology 機能の有効/無効を設定 
します。 

Performance/Watt 

Traditional 
[Power Optimized] 

Turbo Boost 機能の最適化を設定します 0 

Server Class 

Enterprise 

[HPC] 

Custom 

プロセッサの性能に関する設定をします。 
Enterprise— 省電力で使用する時に設定しま 
す。 

HPC —高性能で使用するときに設定します。 
Custom —個別設定を行ラ時に設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

ハードウェアのプリフェッチャの有効/無 
効を設定します。 

「Server Class」 メニューを “Custom” に 
設定すると表示され設定可能になります。 

Adjacent Cache Line 

Prefech 

Disabled 

[Enabled] 

メモリからキャッシュへのアクセスの最適 
化の有効/無効を設定します。 

「Server Class」 メニューを “Custom” に 
設定すると表示され設定可能になります 

LI Data Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

L 1データのプリフェッチャの有効/無効を 
設定します。 

「Server Class」 メニューを “Custom” に 
設定すると表示され設定可能になります 

Data Reuse Optimization 

Disabled 

[Enabled] 

データ再利用の最適化の有効/無効を設定 
します。 

「Server Class」 メニューを “Custom” に 
設定すると表示され設定可能になります 

Execute Disabled Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

VT-x 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサが提供する「仮想化技 
術」の機能の有効/無効を設定します。 

Active Processor Cores 

[All] 

1 

2 

3 

4 

5 

プロセッサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。搭載するプロセッサによって選択でき 
る Core 数は変わります。 

Hyper-Threadhg 

Disabled 

[Enabled] 

1つの物理 CPU を2つの論理 CPU として見せ 
て動作する機能です。本機能をサポートし 
たプロセッサが搭載された場合にのみ表示 
され、設定できます。 


[]： 出荷時の設定 
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Processor Information サメこユー 


■ Advanced ■ . 


Processor Type 106a4 


Processor Speed Intel CR) Xeon(R) CPU 


Processor Cores 2261 MHz 


L2 Cache RAM Quad 


L3 Cache RAM 1024 KB 


Microcode Revision 9192 KB 


EMT64 Supported 


Hype r-Th reading Supported 


Processor 2 CPUID Not Installed 



FI: GeneraL Help 


F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください（表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor 1 CPUID 

数値 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ1の ID を示します。 
「Not Installed 」 は取り付けられていないこ 
とを示します。 

Processor Type 

— 

プロセッサ1のタイプを表示します。 

Processor Speed 

— 

プロセッサ1のクロック速度を表示します。 

Processor Cores 

— 

プロセッサ1の内部 Core 数を表示します。 

L 2 Cache RAM 

— 

プロセッサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します。 

L 3 Cache RAM 

— 

プロセッサ1の三次キャッシュサイズを表示 
します。 

Microcode Revision 

— 

プロセッサ1に適用されているマイクロコー 
ドのレビジョンを表示します。 

EMT 64 

Supported 

プロセッサ1がインテル64アーキテクチャー 
をサポートしているがどうがを表示します。 

Hyper-Threading 

Supported 

プロセッサ 1 が Hyper - Threading 機能をサ 
ポートしているかどうかを表示します。 

Processor 2 CPUID 

数値 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ2の ID を示します。 
「Not Installed 」 は取り付けられていないこ 
とを示します。 

Processor Type 

— 

プロセッサ2のタイプを表示します。 

Processor Speed 

— 

プロセッサ2のクロック速度を表示します。 

Processor Cores 

— 

プ□セッサ2の内部 Core 数を表示します。 

L 2 Cache RAM 


プ□セッサ2の二次キャッシュサイズを表示 
します。 

L 3 Cache RAM 


プ□セッサ2の三次キャッシュサイズを表示 
します。 

Microcode Revision 

— 

プロセッサ2に適用されているマイクロコー 
ドのレビジョンを表示します。 

EMT 64 

Supported 

プロセッサ2がインテル64アーキテクチャー 
をサポートしているがどうがを表示します。 

Hyper-Threading 

Supported 

プ□セッサ2が Hyper - Threading 機能をサ 
ポートしているかどうかを表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択し、 <Enter> キーを押すと以下の画面 
が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Enter> キーを押すと 
サブメニューが表示されます。 



Hardware Memory Test 
Memory Retest 
Memory RAS Mode 
Memory Frequency 
Memory Voltage 
NUMA 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 



[Enabled] 

[No] 

CIndependent] 
[1333 MHz] 
CLowD 

[Disabled] 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Memory Information 

— 

— 

Hardware Memory Test 

[ Disabled ] 

Enabled 

メモリ試験を行うかどうかを設定します。 
Enable にすると POST 起動に時間がかかりま 
す。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「N0」に切り替わります。 

Memory RAS Mode 

[Independent] 

Mirroring 

Lock Step 

Sparing 

本装置ではサボート対象外です。 

設定を変更しないでください。 

Memory Frequency 

Auto 

800 MHz 

1067 MHz 
[1333 MHz] 

メモリ動作クロックを設定します。 

Memory Voltage 

Normal 

[Low] 

メモリが動作する電圧を設定します。 

Normal を選択すると消費電力が増えますが 
メモリの動作クロックが上がります。 

NUMA 

Disabled 

[Enabled] 

Non-Uniform Memory Access 機能の有効/ 
無効を設定します。 （2CPU 構成の場合のみ 
表示されます。） 


[]： 出荷時の設定 
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Total Memory 

49152 MB 

Avaitable under 4GB 

3072 MB 

CPU1_DIMM1 Status 

Present 

CPU1_DIMM2 Status 

Present 

CPU1_DIMM3 Status 

Present 

CPU1_DIMM4 Status 

Present 

CPU1_DIMM5 Status 

Present 

CPU1_DIMM6 Status 

Present 

CPU2_DIMM1 Status 

Present 

CPU2_DIMM2 Status 

Present 

CPU2_DIMM3 Status 

Present 

CPU2_DIMM4 Status 

Present 

CPU2_DIMM5 Status 

Present 

CPU2 DIMM6 Status 

Present 



項目については次の表を参照してください（表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

Total Memory 

一 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4GB 

- 

4GB 以下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します。 

CPU1_DIMM1-6 Status 
CPU2_DIMM1-6 Status 

数値 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

数値の場合はメモリが正常であり、そのメ 
モリの容量を示します。 「Disabled」 は故障 
していることを、 「Not Installed」 はメモリ 
が取り付けられていないことを、 「Error」 は 
メモリの強制起動を示します。 

表示と DIMM ソケットは同じ名称になってい 
ます 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Confi 吕 uration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択し、 <Enter> キーを押すと以下の画面が表 
示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[Enabled] 

オンポード上の LAN コントローラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

Disabled 
[PXE Boot] 
iSCSI Boot 

オンボード上の LAKM のプート方法を設定し 
ます。 

LAN2 Option ROM Scan 

Disabled 
[PXE Boot] 
iSCSI Boot 

オンボード上の LAN 2のブート方法を設定し 
ます。 

PCI Slot 1 〜 6 Option ROM 

Disabled 

[Enabled] 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有効 
にするか無効にするかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


胃-〇 RAID コントローラや LAN ポード(ネットワータブート )、 Fibre Channel コン 
Bto 卜□ーラで、 0 S がインス!ルされたハードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCI スロットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
ください。 
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Advanced Chipset Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Configuration」 を選択し、 <Enter> キーを押すと 
以下の画面が表示されます。 



VT-d 

[Enabled] 

Disables / Enables High 
Precision Event Timer. 

I/0AT 

[Enabled] 


QPI Frequency 

[Auto] 


Wake On LAN/PME 

[Enabled] 


Wake On Ring 

: Disabled ： 


Wake On RTC Alarm 

: Disabled ： 




FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

HPET 

Disabled 

[Enabled] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

VT-d 

Disabled 

[Enabled] 

インテルチップセットが提供する rintel(R) 
Virtualization Technology for Directed I/O」 
の有効/無効を設定します。この機能に対応 
しているプロセッサの場合に表示されます。 

l/OAT 

Disabled 

[Enabled] 

Intel I/O アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

QPI Frequency 

[Auto] 

4,800 GT/s 

5,866 GT/s 

6,400 GT/s 

QPI パススピードを設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


胃''ジ Wake On Ring 機能のご利用環境において、本体への AC 賺源の供給を停止し 
Ito た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Ring 機能が有効となりません。 
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SATA Configuration サブメニユ ー 

Advanced メニューで 「 SATAConfiguration 」 を選択し、 < Enter > キーを押すと以下の画面が 
表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Enter > キーを押すとサ 
ブメニューが表示されます。 



Hard Disk Pre-Delay [Disabled] 


FI : General Help 
F4: Save ESC: Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

SATA Information 

' 

SATA Mode が 「RAID Mode 」 の時は表示 
されません。 

SATA Mode 

[IDE Mode ] 

RAID Mode 

SATA Mode の状態を表示します。（表示の 
み） 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disable ] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて HDD デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 


[]： 出荷時の設定 
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SATA Information サブメニュー 



項目については次の表を参照してください（表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

SATA PortO 

SATA Portl 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 5 

— 

それぞれのチヤネルに接続されているデパ 
イスを表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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USB Confi 吕 uration サブメニュー 

Advanced メニューで 「USB Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと以下の画面が 
表示されます。 





Disables / Enables USB 2.0 

Device Reset Timeout 

[20 sec] 

feature. 



FI: General Help 



F4: Save ESC: Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

USB 2.0 Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Device Reset Timeout 

10 sec 

USB Mass storage device へ Start Unit コマ 


[20 sec ] 

ンドを発行した時のタイムアウトまでの時 


30 sec 

40 sec 

間を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Serial Port Configuration サブメニュー 


Advanced メニューで 「Serial Port Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと以下の画 
面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A Settings 

— 

— 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Serial A Base I/O 

[3F8h] 

2F8h 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート A のためのペース I/O アドレ 
スを設定します。 

Serial A Interrupt 

[IRQ 4] 

IRQ 3 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B Settings 


— 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Serial B Base I/O 

3F8h 

[2F8h] 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート B のためのペース I/O アドレ 
スを設定します。 

Serial B Interrupt 

IRQ 4 
[IRQ 3] 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

Console Redirection 

Settings 

- 

— 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートが 
ら ESMPRO/ServerManager やハイパー 
ターミナルを使った管理端末からのダイレ 
クト接続を有効にするか無効にするかを設 
定します。このメニューを有効にすると次 
項からの接続の設定メニューが表示されま 
す。 

Terminal Type 

[VT100+] 

VT-UTF8 

ANSI 

ターミナル端末の種別を選択します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Baud Rate 

9600 

19200 

57600 

[115200] 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するポーレートを設定し 
ます。 

Data Bits 

7 

[8] 

デ _ 夕の bit 幅を設定します。 

Parity 

[None] 

Even 

Odd 

パリティ bit の設定をします。 

Stop Bits 

[1] 

2 

Stop bit の設定をします。 

Flow Control 

None 

[Hardware RTS/CTS] 
Harrdware RTS/CTS+CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Continue C.R. after POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 


[]： 出荷時の設定 












256 システム BIOS ( SETUP ) のセツトアップ 


Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択後 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてか 
ら設定します。 



Administrator Password もしくは User Password のどちらがでく Enter> キーを押すとパス 
ワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 

• 「User Password 」 は、 「Administrator Password 」 を設定してい 

BB ^ ないと設定できません。 

• 0 S のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「Security Chip Configuration」 
は選択後、 <Entei> キーを押してサブメニューを表示させてか6設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

Password Configuration 

— 

— 

Administrator Password 

20 文字までの英数字 

<Enter>*_ を押すとアドミニストレ_夕_ 

のパスワード入力画面になります。 

このパスワードですベての SETUP メニュー 
にアクセスできます。この設定は SETUP を 
起動したときのパスワード入力で 
「Administrator」 で□グインしたときのみ設 
定できます。 

User Password 

20文字までの英数字 

<Enter〉 キーを押すと ユーザー のパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は SETUP を起動したときのパ 
スワードの入力で 「Administrator」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Security Configuration 

- 

— 

Password On Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行ラ/行わない 
の設定をします。先にスーパバイザのパス 
ワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Disable USB Ports 

[Disabled] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 

Trusted Computing 




[]： 出荷時の設定 
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Trusted Computing サブメニュー 

Security メニューで 「Trusted Computing」 を選択し、 <Enter> キーを押すと以下の画面が表 
示されます。 




TPM Configuration 

Disables/Enables Trusted 


Platform Module support. 

Current TPM Status Information 



FI: General Help 


F4: Save ESC: Exit 


1 5n Copyright (C) 2010 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Configuration 

— 

— 

TPM Support 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能サボートの有効/無効を設定しま 
す。 

rAdministrator Password」 を設定すると選 
択可能になります。本メニューを有効にす 
ると次項からの TPM 設定メニューが表示さ 
れます。 

TPM State 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 TPM 
Support が有効な場合、設定可能になりま 
す。 

Pending TPM operation 

[None] 

Enable Take Ownership 
Disable Take Ownership 
TPM Clear 

TPM オペレーションを設定します。 

TPM State が有効な場合、設定可能になり 
ます。 

Current TPM Status 
Information 

— 

— 

TPM Enabled Status 

Enabled 

Disabled 

TPM 機能の状態を表示します。（表示のみ） 

TPM Active Status 

Activated 

Deactivated 


TPM Owner Status 

Owmed 

UnOwned 



[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


■ Server I 


► BMC LAN Configuration 

► Event Log Contiguration 


Additional setup menus to view 
server management features. 

Assert NMI on PERR 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR 

CEnablecO 


FRB-2 Policy 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring 

[Disabled] 


Boot Monitorinn Policy 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor 

[Enabled] 


Check previous System Config 

[Enabled] 


BMC IRQ 

[IRQ 11] 


POST Error Pause 

CEnabLed] 


Memory/Processor Error 

[Boot] 


Power Switch Inhibit 

[Disabled] 


AC-LINK 

[Last State] 


Power ON Delay Time 

20 


Platform Event Filtering 

LEnabLedU 


CLI SETUP 

[Disabled] 

FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 「BMC 
LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration」 は選択後、く Enter〉 キーを押してサプメ 
ニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Management 

— 

— 

BMC LAN Configuration 

— 

— 

Event Log Configuration 

一 

— 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサボートを設定します。 

FRB-2 Policy 

[Retry 3 Times] 

FRB レペル2のエラーが発生したときのシス 


Disable FRB2 Timer 
Always Reset 

テムの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 


5-60 minutes 

での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
卜ールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 


Always Reset 

の処理を設定します。 「Boot Monitoring」 

を設定した場合に、設定可能になります。 
[Retry 3times] に設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

Check previous System 
Config 

Disabled 

[Enabled] 

システムの構成が前回の立ち上げ時と異な 
る場合、本設定を Enabled に設定すると、シ 
ステムは Boot の前にユーザの入力を待ちま 
す。 

BMC IRQ 

[IRQ 11] 

Disabled 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どラかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどラかを設定します。 

Memory Error 

Halt 

[Boot] 

POST を実行中、メモリリソースにおいて縮 
退エラーが発生している際に、 POST の終わ 
りで一旦停止するかどうかを設定します。 

本設定は、 「Server」 メニューの 「POST 

Error Pause」 が 「Enabled」 に設定されて 
いるときに有効となります。 

本項目が 「Boot」 に設定されていても、全 
てのリソースで縮退が発生している場合は 
POST の終わりで停止します。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time(Sec) 

[20] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を20秒が 
ら255秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State」 または 「Power On」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 

CLI SETUP 

[Disabled] 

Enabled 

この GU 画面での SETUP メニューに代わり、 
CLI SETUP (Command Line Interface 
SETUP MENU) を起動する時に Enabled に 
設定します。再度 GU 画面の SETUP メ 
ニューに切り替えるには、 CLI SETUP から 
本項目を Disabled に設定変更してください。 


[]: 出荷時の設定 
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「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=/Ti 中 

53Z. XE 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


POWER スイ'ソチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF にします。 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
■to を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management サブメニュー 

Server メニューで 「System Management 」 を選択し、 < Enter > キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください（表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


巳 IOS のパージョンを表示します。 

Board Part Number 

— 

本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます。 

Board Serial Number 

— 

本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
します0 

System Part Number 

— 

本装置のシステムの部品番号を表示します。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます。 

Chassis Part Number 

— 

本装置の筐体の部品番号を表示します。 

Chassis Serial Number 

— 

本装置の筐体のシリアル番号を表示します。 

Onboard LAN 1 MAC 

— 

標準装備の LAN コネクタ1の MAC アドレス 

Address 


を表示します。 

Onboard LAN2 MAC 


標準装備の LAN コネクタ2の MAC アドレス 

Address 


を表示します。 

Management LAN MAC 

— 

マネージメント専用 LAN コネクタの MAC ア 

Address 


ドレスを表示します。 

BMC Device ID 

— 

巳 MC のデパイス ID を表示します。 

BMC Device Revision 

— 

巳 MC のレビジョンを表示します。 

BMC Firmware Revision 

— 

BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
します。 

PIA Revision 

— 

プラ、ソトフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します。 
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BMC LAN Confi 吕 uration サブメニユ ー 

Server メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter > キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


マネージメント専用 LAN コネクタはその他の LAN としては使用できません。 

ran 


■ Server I 


BMC Network Configuration 


Select [Enable] to share a s 
ystem LAN port with BMC LAN. 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation] 

If you use a management LAN 

IP Address 

192.168 .1.1 

port for the BMC, select 

Subnet Mask 

255.255 .255.0 

[Disable]. 

Default Gateway 

0.0.0.0 


DHCP 

[Disabled] 


Web Interface 



HTTP 

[Disabled] 


HTTPS 

HTTPS Port Nuntier 

[Disabled] 


Command Line Interface 



Telnet 

Telnet Port Number 

[Disabled] 


SSH 

SSH Port Number 

[Disabled] 


^ Clear BMC Configuration 


FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 




項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BMC Network 

Configuration 

— 

— 

Shared BMC LAN 

Disabled 

Enabled 

マネージメント専用 LAN を使用する場合に 
は 「Disabled」 に設定します。 

「Enabled」 に設定すると、 LAN 1を通常の 
LAN と共有してマネージメント専用 LAN と 
しても使用することができます。 「Enabled」 

に設定した場合、マネージメント専用 LAN 
は使用できません。 

し/ \N Connection Type 

[Auto Negotiation] 

100 Mbps Full Duplex 

1 00 Mbps Half Duplex 
10 Mbps Full Deplex 
10Mbps Half Deplex 

マネージメント専用 LAN のコネクションタ 
イプを設定します。 

IP Address 

[192.168.1.1] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

[255.255.255.0] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[0.0.0.0] 

マネージメント専用 LAN のゲートウェイを 
設定します。 

DHCP 

Disabled 

Enabled 

[Enabled] に設定すると、 DHCP サーパか 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [Disabled] に設 
定します。 

Web Interface 

— 

— 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP 

Disabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 


Enabled 

使用する場合には [Enabled] に設定してく 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

マネージメント専用 LAN が HTTP による通信 
の際に使用する TCP ポートナンパーを設定 
します。 

HTTPS 

Disabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 


Enabled 

を使用する場合には [Enabled] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

マネージメント専用 LAN が HTTPS による通 
信の際に使用する TCP ポートナンパーを設 
定します。 

Command し he Interface 

- 

— 

Telnet 

Disabled 

コマンドラインインターフェースとして 


Enabled 

T elnet 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポ トナンパーを設定します。 

SSH 

Disabled 

コマンドラインインターフェースとして 


Enabled 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポ トナンパ を設定します。 

Clear BMC Configuration 

[No] 

[Enter] を押し、 [Yes] を選択すると、 


Yes 

BMC Configuration を初期化します。 


[]: 出荷時の設定 
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Event Log Configuration サブメニュー 

Server メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter > キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Event Log 



Auto Clear Event Logs 

Enabled 

「Enabled」 に設定するとエラーログエリア 


[Disabled] 

が Full になつたときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

[No] 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 


Yes 

「Yes」 を選ぶと保存されているエラー□グ 



を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Lo 吕サブメニュー 

Server メニューの 「Event Log Configuration 」 で 「System Event Log 」 を選択すると、以 
下の画面が表示されます。 


■ Server I 



View System Event Log 

Setup Notice 


If you select "System ヒ vent Log" menu below, it 


may take a few minutes to display. 



FI: General Help 


F4: Save ESC: Exit 


さらに 「View System Event Log 」 を選択すると以下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステムイベントログは< I >キー/< t >キー、く+>キ_/<->キ_、 
< Home > キー /< End > キーを押すことで表示できます。 
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BE3 


Clear BMC Configuration の注意事項 

參 BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 

プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行し 
てください)。 

• Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「 ESMPRO/ServerAgent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerAgent Extension で 
設定された項目も Clear BMC Configuration の操作にてクリアされます 0 
ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を行う 
前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバックアップを 
行ってください。 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot Configuration 

— 

— 

Quiet Boot 

Disabled 

「 Disabled 」 に設定すると電源 ON 後のディス 


[Enabled] 

プレイに NEC ロゴではなく POST の実行内容 
が表示されます。 

「BIOS Redirection Port 」 が有効に設定され 
ている場合には、 「 Unavailable 」 と表示さ 
れ、設定を変更することはできません。必 
ず Disabled 状態として動作します。 

再び 「BIOS Redirection Port 」 を無効に設 
定すれば、既存の設定値が表示され、設定 
を変更することができます。 

Bootup Numlock State 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


[Off] 

定します 

Setup Prompt Timeout 

数値 

POST 中に Setup を起動するための F2 キーの 
入力待ち時間を設定します。 

Boot Option Priorities 

— 

— 

Boot Option #1 

— 

起動デバイスの優先順位を表示します。 

Boot Option #2 

- 

全ての Boot 〇 ption を Disabled に設定すると 

Boot Option #3 

- 

POST 終了時 LSETUP が起動します。 

Boot Option #4 

- 


CD/DVD ROM Drive BBS 
Priorities 

- 

各 BBS での起動優先順位を設定します。 

Floppy Drive BBS Priorities 

— 


Hard Drive BBS Priorities 

— 


Network Drive BBS 

Priorities 

— 



[]： 出荷時の設定 


1. BIOS は起動可能なデパイスを検出すると、該当する表示項目にそのデパイスの情 
報を表示します。 
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2. <t >キー/< i >キーと <十>キ ー/<-> キーで登録した起動デパイスの優先順位 
(1 位から4位）を変更できます。 

各デパイスの位置へ< 丨 >キー/< I >キ _ で移動させ、<+>キー/<_>キーで優先 
順位を変更できます。 


Save & Exit 

力ーソルを 「 Save & Exit 」 の位置に移動させると 、 Save & Exit メニューが表示されます。 



Save Options 

Exit system setup after saving 


the changes. 

Discard Changes and Exit 


Save Changes 


Discard Changes 


Load Setup Defaults 



FI: General Help 


F4: Save ESC: Exit 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 


胃-〇 モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 


Save Changes and Exit 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、 
自動的にシステムを再起動します。 


Discard Changes and Exit 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時に、この項目 
を選択します。選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動します。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存する時に、この項目を選択します。選択すると、 
確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存します。 













270 システム BIOS ( SETUP ) のセツトアップ 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。選択すると、 
確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Save & Exit メ 
ニューに戻ります。 
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■ J セツトとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


_ J セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ctrl > キーと < Alt > キーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


胃-〇 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいます。八ングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を OFR こで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


"TO リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをウリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


wO CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべてデフオルト 
P 直 の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


wO その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bto 因となります。 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 


A® 
㉚ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 
參 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

參 プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 


AA 

A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 




指を挟まない 
古 : 日:卞章 

ラックが不安定な状態でデノ イスをラックから弓 I き出さない 
複数台のデパイスをラックから引き出した状態にしない 


<CMOS メモリのクリア> 


1 . 172ページを参照して準備をする。 

2. 173ぺージを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. クリアしたい機能のジャンノ V ° スイッチの位置を確認する。 

4. ジャンパスイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

5. 5秒ほど待って元の位置に戻す。 

6. 取り外した部品を元に組み立てる。 

7. 電源コードを接続して本体の電源を OINM こする。 

8. く F 2> キーを押して巳 IOS SETUP ユーティリティを起動し 、 Save & Exit メ 
ニューから 「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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<パスワードのクリア> 


1 . く CMOS メモリのクリア〉の1〜5の手順同様にノ（スワードクリアのジャンパス 
イッチの設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 POWER スイッチを押す。 

3. < F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーテイリテイを起動し、パスワードを設定し 
直して 「Save Changes and Exit 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンパスイッチを元に戻す。 

5. 再度、本体を元通りに組み立てる。 


割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コントローラ） 

0 

システムタイマ 

12 

PCI 

1 

— 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2 シリア ルポート 

15 

PCI 

4 

COM 1 シリア ルポート 

16 

LAN 1, VGA 

5 

SM Bus 

17 

LAN2, PCI 

6 

PCI 

18 

PCI 

7 

PCI 

19 

PCI 

8 

リアルタイムクロック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザーボードリソース 

23 

USB 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置のオンポードの RAID コントローラ （LSI Embedded MegaRAID ) を使用し 
て、内蔵のハードデイスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 
オプションの RAID コント□—ラ( N 8 103- 129/ 130) による RAID システムの使用方法につい 
ては、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


RA 旧に *3 いて 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意味します。 


つまり RAID とは複数のハードディスクドライプを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することをいいます。これにより単体の大容量ハード 
ディスクドライプより高いパフォーマンスを得ることができます。 

RAID コント□-ラ(オンボードの RAID コント □— ラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプ 
ジョンの RAID コントローラ ( N 8103 -129/130)) では、1つのディスクグループを複数の論理 
ドライブ(パーチャルディスク)に分けて設定することができます。これらのパーチャルディス 
クは、 0 S からそれぞれ1つのハードディスクドライプとして認識されます。 0 S からのアウセ 
スは、ディスクグループを構成している複数のハードディスクドライプに対して並行して行わ 
れます。 


また、使用する RAID レベルによっては、あるハードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 


オンボードの RAID コントローラおよび N 81 03-1 29/130実装時には、休止 
状態、スタンパイへの移行は行わないでください。 
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RAID レベルについて 

RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID ) がサポートする RAID レベルは 、 「RAID 0」 
「RAID 1 JTRAID 10」、オプションの RAID コント□—ラがサポートする RAID レベルは 、 「RAID 
0」 「 RAID 1 」 「RAID 5 」 「RAID 6」 「 RAID 10 」 「RAID 50」です。ディスクグループを作成す 
る上で必要となるハードディスクドライプの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の 
表で確認してください。 


RA 旧レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

8 

RAID 1 

2 

2 

RAID 5 

3 

8 

RAID 6 

3氺 

8 

RAID 10 

4 

8 

RAID 50 

6 

8 


* シームレスセツトアップで RAID6 を選択するには同一容量のハード 


ディスクドライプが4台以上必要です。 


胃 -O RAI □コントローラの種類によりサポートしている RAID レベルが異なりま 
Bto す。構築する RA 旧レベルに合わせて RA 旧コント□—ラを取り付けてくださ 
し、。 


各 RAID のレベル詳細は、 「 RAID レベル」 （278 ページ）を参照してください。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスウグループは複数のハードディスクドライプをグループ化したものを表します。設定可 
能なディスクグループの数は、ハードディスクドライプの数と同じ数です。 

次の図はオンボードの RAID コント□ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプションの 
RAID コント ロー ラに ハー ドディスクドライプを3台接続し、3台で1つのディスクグループ 
( DG ) を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 





DG 0 容量 108 G 巳 


ハードデイスク 
ドライブ1 
(36 G 巳) 


ハードディスク ハードディスク 
ドライブ2 ドライブ3 

(36 GB ) (36 GB ) 
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パーチヤルディスク (Virtual Disk) 

パーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライプとして設定したものを表 
し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なパーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□—ラ当たり最大64個になります。 

次の図はオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプションの 
RAID コント□ーラにハードディスクドライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループを 
作成し、ディスクグループに RAIDO のパーチャルディスク ( VD ) を2つ設定した構成例です。 

RAID コント □— ラ 


DGO 容量 108 GBI 



J \— ドデイスク 
ドライブ1 


ハードデイスク 
ドライプ2 


)\—ドデイスク 
ドライブ3 


(36 GB ) (36 G 巳） (36 GB ) 


パリティ (Parity) 

冗長データのことです。複数台の ハー ドディスウドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライプが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスクドライプの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホツトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで構成された論理ドライブ配下のハードディス 
クドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意された予備のハードディ 
スクドライブです。ハードディスクドライブの障害を検出すると、障害を検出したハード 
ディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホットスペアを使用してリビルドを実行します。 







































278 RAID システムのコンフィグレーション 


RAID レベル 

オンボードの RAID コント□ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプションの RAID コン 
卜□ーラがサポートしている RAID レベルについて詳細な説明をします。 

オンポードの RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID ) がサポートする RAID レベルは、 
「RAID 0」 「 RAID 1 」 「RAID 10」、オプションの RAID コント□—ラがサポートする RAID レべ 
ルは 、 「RAID 0 」 「RAID 1 」 「RAID 5 」 「RAID 6 」 「RAID 10 」 「RAID 50」です。 


RAID レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライビング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X ハードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

八ードディスクドライブが 2 台必要 
容量 = 八ードディスクドライブ 1 台の容量 

RAID 5 

データおよび冗長データ 
のストライビング 

あり 

八ードディスクドライブが 3 台以上必要 
容量=八ードディスクドライブ 1 台の容量 

X (ハードディスクドライプ台数- 1) 

RAID 6 

データおよび二重化冗長 
データのストライピング 

あり 

J \- ドディスクドライブが 3 台以上必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライプ台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1のストライピンク 

あり 

ハードディスクドライブが 4 台以上必要 
容量=八ードディスクドライプ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライプ台数 +2) 

RAID 50 

RAID 5 のストライピンク 

あり 

ハードディスクドライブが 6 台以上必要 
容量:=ハードディスクドライプ 1 台の容量 
x (ハー ドディスクドライプ台数- 2) 
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「 RAIDO 」 について 


データを各ハードディスクドライプへ分散して記録します。この方式を r ストライビング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(ハードディスクドライブ1)、ストライプ2(ハードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(ハードディスクドライブ 3) • ■ •というようにデータが記録されます。すべての 
ハードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


胃"^ RAIDO はデータの冗長性がありません。ハードディスクドライブが故障する 
Bto とデータの復旧ができません。 


RAID コントローラ 



^-^ 

、- 〆 


r -^ 

、- 〆 


r -^ 

、ノ 

ハード 

ディスク 

ドライブ 1 
— ^ 


八ード 

ディスク 

ドライブ 2 
— ^ 


ハード 
デイスク 
ドライブ 3 

— ^ ノ 


ストライプ 1 


ストライプ 2 


ストライプ 3 




ストライプ 4 


ストライプ 5 


ストライプ 6 


fRAIDlJ について 


1つのハードディスクドライブに対してもう1つのハードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台のハードディスクドライプにデータを記録するとき同時に別のハードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方のハードディスクドライプが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方のハードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 



RAID コント□—ラ 



厂 


1 



^ ^‘ 

八ード 
デイスク 
ドライブ1 

八ード 
デイスク 
ドライブ2 


ストライプ 1 


ストライプ 1 



ストライプ 2 


ストライプ 2 









































280 RAID システムのコンフィグレーション 


「 RAID5 」 について 

RAID 0 と同様に、データを各ハードディスウドライブへ「ストライビング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ（冗長データ）も各ハードディスクドライブへ分散して記録 
します。この方式を「分散パリティ付きストライビング」と呼びます。 


データをストライプ (X )、 ストライプ ( X +1)、 そしてストライプ (X) とストライプ ( X +1) から生成 
されたパリティ （ x , x +1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうどハードディスクドライプ1台分の容量になります。□ジカルドライプを 
構成するハードディスウドライプのうち、いずれかの1台が故障しても問題な < データが使用 
できます。 


RAID コント□—ラ 



、 - - 


、 - 〆 


、^ ノ 

八ード 
デイスク 

ドライプ1 

— 


ハード 
デイスク 
ドライプ2 


八ード 
デイスク 

ドライブ3 

_ 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 




ストライプ4 


ノ、°リテイ （3,4) 


ストライプ3 




パリティ（5,6) 


ストライプ5 


ストライプ6 


「 RAID6J について 


RAID 5 と同様に「ストライビング」方式で記録しますが、通常のパリティ （ P ) と、何らかの係 
数による重み付けなど異なる計算手法を用いた別のパリティ （ Q ) の、2種類のパリティを使用 
します。この方式を「二重化分散パリティ付きストライビング」と呼びます。そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ2台分の容量にな 
ります。□ジカルドライプを構成するハードディスクドライブのうち、いずれかの2台が故障 
しても問題なくデータが使用できます。 



RAID コント□ーラ 









1 

1 


^ - ^ 

、 ^ ^ 〆 




^— ^ メ 


^-^ 

、 - - 

ハード 
デイスク 
ドライブ1 


八ード 
ディスク 
ドライブ2 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 


ハード 
ディスク 
ドライプ4 


ストライプ1 ストライプ2 





ストライプ4 


パリティ P (3,4) 



パリティ P (5,6) 


ノ\°リテイ Q (5,6) 





パリテイ Q (7,8) ストライプ7 


パリティ P (1,2) 


パリティ Q (1,2) 



パリティ Q (3,4) 


ストライプ3 



ストライプ5 


ストライプ6 



ストライプ8 


パリティ P (7,8) 
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「 RAID 10 」について 

データを2つのハードディスクドライプへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライビング」方式で記録しますので、 RA 1 D 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1の高信頼性を同時に実現することができます。 



ハード 
デイスク 
ドライブ1 


ハード 
デイスク 
ドライブ2 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 


ハード 
ディスク 
ドライプ4 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 

ストライプ4 



ストライプ5 

ストライプ6 



▲ 


RAID1- 


ストライプ2 


ストライプ4 


ストフ^! ノ6 


▲ 


RAID1- 


▲ 


▲ 


RAID0 


「 RAID50 」 について 

データを各ハードディスクドライプへ「分散パリティ付きストライビング」で分散し、さら 
にそれらを r ストライピンク'」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID 5 の高信頼性を同時に実現することができます。 


RAID コント□—ラ 






r -^ 

、_ _ 


^-^ 


ぐ - >. 

、_ • 



ハード 
デイスク 
ドライブ1 

- ン 


八ード 
ディスク 
ドライプ2 

^-^ 


八ード 
デイスク 
ドライプ3 

-- 


ハード 
デイスク 
ドライプ4 

^- 


八ード 
ディスク 
ドライプ5 

^-^ 


八ード 
ディスク 
ドライプ6 

^-^ 


ストライプ1 


ストライプ6 


パリティ(9, 10) 


▲ 


ストライプ2 


パリティ (5, 6) 


ストライプ9 


RAID 5 . 


パリティ（1,2) 


ストライプ5 


ストライプ10 


ストライプ3 


ストライプ8 


パリティ（11, 12) 


ストライプ4 


パリティ(7, 8) 


ストライプ11 


RAID 5 


RAID0 


パリティ (3, 4) 


ストライプ7 


ストライプ12 


▲ 
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オンポードの RAID コント ロー ラのコンフイグレーシヨン 


本体装置のオンボードの RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID ) を使用して、内蔵の 
ハードディスクドライプを RAID システムとして使用する方法について説明します。 

八ードディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最小必要台数以上のハードディスウドライブを取り付けてく 
ださい。取り付け手順については、「3.5型ハードディスウドライプ」 （178 ぺージ）「2.5型ハー 
ドデイスウドライプ」 （183 ぺージ）を参照してください。 


"~〇 取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
BB ^ i し)。また、 RAID 1 を構築する場合は、同じ容量のハードディスクドライブを 
使用することをお勧めします。 


RAID システムの有効化 

取り付けたハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、 RAID システムの 
ハードディスウドライプのいずれかで使用することができます。 

RAID システムとして使用するためには、マザーポードの設定を変更してください。 

_ BTO で RAID 構成で出荷される場合は、 RAID システムが有効に設定されていま 

レ fes す。 



A® 

㉞⑩ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 
參 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 
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A 注意 


AA 

A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 




指を挟まない 

古:日:士章 

ラックが不安定な状態でデノ イスをラックから弓 I き出さない 
複数台のデパイスをラックから引き出した状態にしない 


1 . 172ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 173ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 



4. 


ジャンノ（スイッチの位置を確認す 
る 0 
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5. ジャンパスイッチの設定を変更する。 



6. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

7. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 
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RAID システム管理ユーティリティの起動と終了 

オンボードの RAID コント□—ラ （LSI Embedded MegaRAD ) の管理ユーティリティは 、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です 0 



このコンフィグレーションユーティリティは本装置でサポートしている 
ESMPRO / ServerManager のリモートコンソール機能では動作しません。 


ユーテイリテイの起動 

1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 < Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <ESC> to view diagnostic message 
Press <F2> to enter Setup, <F12> Network 

2. POST 画面で、以下の表示を確認したら、く Ctrl >+< M > キーを押す。 

Press Ctrl-M or Enter to run LSI Software RAID Setup Utility 

ユーティリティが起動し、以下に示す TOP メニューを表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility Ver xxx XXXXXXXXX 


— Management Menu 

Configure 

Initialize 

Objects 

Rebuild 

Check Consistency 


Configure VD(s) 


Use Cursor Keys To Navigate Between Items And Press Enter To Select An Option 


以降の操作については、「メニューツリー」 （286 ページ）と「操作手順」 （288 ペー 
ジ）を参考に操作および各種設定をしてください。 
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ユーティリティの終了 

ユーティリティの TOP メニューで < Esc > キーを押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


Please Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、 < Ct 「 l >+< Alt >+< Del > キーを押します。再起動します。 


メニューツリー 

◊:選択.実行パラメータ•：設定パラメータ • ：情報表示 
♦:パーチャルドライブ生成後設定（変更）可能 


メニュー 

説明 

OConfigure 

Configuration 設定を行う 

◊Easy Conriguration 

Configuration の設定個定値使用） 

◊New Conriguration 

Configuration の新規設定 

OView/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

OClear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するパーチャルドライプを選択する 

◊Initialize 

パーチャルドライプ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

RAID コントローラ設定 

OSel. Adapter 

アダプタの選択 

•Rebuild Rate 

30 

•Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

•Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

•Cont on Error 

Yes 

•Fast Init 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

•Factory Default 

デフォルト値に設定 

OVirtual Drive 

パーチャルドライブ操作 

◊Virtual Drives 

パーチャルドライプの選択(複数ロジカルドライプが存在） 

Ol initialize 

パーチャルドライプの初期化 

◊Check Consistency 

バーチャルドライプの冗長性チェック 

◊View/Update Parameters 

バーチャルドライプ情報表示 

• RAID 

RAID レベルの表示 

• SIZE 

パーチャルドライプの容量表示 

• Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 
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メニュー 

説明 

• #Stripes 

パーチャルドライプを構成しているハードディスクドライブ 
数を表示 

• State 

パーチャルドライプの状態表示 

• Spans 

スパンの設定状態表示 

• Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

• Read Ahead 

リードアへッドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライプの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホットスペアディスクに設定 

◊Force Online 

ディスクを強制的にオンラインにする 

OChange Drv State 

ディスクをオフラインまたはホットスペアを Ready にする 

◊Drive Properties 

ハードディスクドライプ情報の表示 

• Device Type 

デパイス種類 

- Capacity 

容量 

• Product ID 

型番 

■ Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

パーチャルドライプの冗長性チェック 
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操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



1 • ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニユ ー （Management Menu ) より、 「 Configure」-►「New 

Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 rview/add Configuration 」 
を選択する。 


• 「New Configuration 」 で Configuration を作成の場合、既存のコン 
フィグレーション情報がクリアされます。既存のコンフィグレーション 
情報に追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 では RAID 1のスパンの作成、バーチャルドライ 
ブ容量の設定ができません 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add 
Configuration ] で作成してください。 













ハードウエア編 289 


3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEVICE が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. 力ーソルキーでパックしたいハードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペー 
スキーを押す。 


ハードディスクドライプが選択されます（選択ハードディスクドライプの表示が 
「 READY 」 から rONLINJ になります)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



5. く FI 0> キーを押して 、 Select Configurable Array ( s ) を設定する。 

6. スペースキーを 押す。 

SPAN - 1が設定されます。 


Select Configurable Array(s) 



— A-0 — 

SPAN-1 
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7. く F10> キーを押して□ジカルドライブの作成を行う。 

rVirtual Drives Configure」 画面が表示されます。（下図は、ハードディスクドライ 
プ2台、 RAID1 を例にしています） 

- Virtual Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual Drive 。 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. カーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Enter 〉 キーで 確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

〇 

RAID 0 

1 

RAID 1 

10 

RAID 1のスパン 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

(2) rSizeJ :バーチャルドライブのサイズを指定します。本装置のマザーボード上 

の RAID コント□—ラは最大8個のノゞーチャルドライプが作成できま 
す。 

(3) 「DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライ ト スルー 

On * 1 

ライ ト パック 


* 1推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を 「 On 」 としており 
ます。突然の電源断でキャッシュデータを消失する場合 
がありますのでご注意ください。なお 「 Off 」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ5096以下に低下します。 

(4)「 RA」 ： Read Ahead の設定を行います0 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを行わない 

On * 1 

先読みを行ラ 


* 1推奨設定 
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(5) fSpanJ : Span 設定を行います 0 


パラメータ 

備考 

SPAN = N 0* 1 

Span 設定を行わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行ラ 


氺1推奨設定 

SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組以上の同ーパックを作成しま 
す。 


RAID 1 の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter 〉 キーを押す。 

パーチャルドライプが生成され 、 「Virtual Drive Configured 」 画面にパーチャルド 
ライプが表示されます。 

10. パーチャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を抜け 、 「Save 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より 「 Objects」-►「Virtual Drive 」-►「 View/Update 
Parameters 」 を選択してパーチャルドライブの情報を確認する。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Virtual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うパーチャルドラ 
イブに力ーソルを合わせ、スペースキーを押す。 

パーチャルドライブが選択されます。 

15. パーチャルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して Initialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Virtual Drive Progress 」 画面のメータ表示が100%になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのパーチャルドライブに対して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （294 ページ）を参照してください。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


謂"〇 參コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実 
行してください。 

• コンフィグレーション作成後、1回目の整合性チェックでは不整合を検 
出 • 修正する場合がありますが問題ありません。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

「 Rebuild-PHYSICAL DRIVES SELECTI 〇 N MENU 」 画面が*表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD に力ーソルを合わせ、スペースキーで選択する。（複数 
の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

ハードディスクドライブが選択されると、 “ FAL ” の表示が点滅します。 

5. 八ードディスクドライブの選択が完了したら、 < F 10>キーを押してリビルドを実 
行する。 


PORT# 
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6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートレます。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になった 6 リビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


ホットスペアの設定 



1. ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 を選択する。 

「〇 bjects - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が*表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定するハードディスクドライブにカーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

5. 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpareJ を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

ハードディスクドライプの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



• ホットスペアの設定を取り消すには、 「Objects」—「PhysicalDrive」 

I チェック I — 「Port#X」—「Change Drv State」 を選択します。 

• ホットスペア用ハードディスクドライプが複数(同一容量)ある場合は、 
CH 番号/ ID 番号が小さいハードディスクドライプから順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チ I ック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. T 〇 P メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する。 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行うバーチャルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. バーチャルドライブを選択したら、 < F 10> キーを押して、整合性チェックを行う。 

5. 確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

「Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096になった6、整合性 
チェックは完了です。 
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6. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


urns 


コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 


その他 

(1 )Clear Conriguration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「Configure」— 
「ClearConfiguration」 を選択します。 「ClearConfiguration」 を実行すると、 RAID コン 
トローラ、ハードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
rClear Configuration」 を実行すると、 RAID コントローラのすべてのチヤネルのコンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 


I チェッ^] 


春 RAID コント□—ラとハードディスクドライプのコンフィグレーション 

情報が異なる場合、 RAID コント□—ラのコンフィグレーション情報を 
選んでのコンフィグレーションが正常に行えません。その場合には、 
「Clear Configuration 」 を実施して、再度コンフィグレーションを作成し 
てください。 

• パーチヤルドライプ単位の削除は、このユーティリティではできませ 

ん〇 Universal RAID Utility を使用してください 0 


(2) Force Online 

Fail 状態のハードディスクドライプをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「Objects」—「Physical Drive」 -►ハードディスクドライプ選択-^ 「Force Online」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 「Objects」—「Adapter」-►「Sel. Adapter」—「Rebuild Rate」 を選択。 
0%〜 1 00%の範囲で設定可能。デフオルト値(設定推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

ハードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「Objects」—「Physical Drive」 
「Drive Properties」 を選択。 


づ\ー ドディスクドライブ選択- 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後 、 LSI Embedded MegaRAID のコンフィグレーション、および、管 
理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点につ 
いて説明します。 


用語 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分がありま 
す 。 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用するときは、以下の表 
を元に用語を読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューア 

raidcmd 

Adapter 

RAD コント□—ラ 

RAID Controller 

Logical Drive 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 


番号と ID 

RAID システムの各コンポーネントを管理するための番号は 、 LSI Software RAID Configuration 
Utility と Universal RAID Utility では表示方法が異なります。 

以下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、 Adapter を 0 から始まる番号で管理します。 Adapter の 
番号を参照するには、[〇 bjects ] メニューの [ Sel . Adapter ] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、 RAD コント□—ラを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID Utility 
で RAD コント□ーラの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、 RAID コント□—ラのプロパティの 
[番号]を、 「 aidcmd では、 RAID コント□—ラのプロパティの [RAID Controller # X ] を参照します。ま 
た 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID Configuration Utility のメニューで管理する 
Adapter 番号も RAID コント□—ラのプロパティの [ ID ] で参照できます。 

Virtual Drive と論理ドライブ 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Virtual Drive を〇から始まる番号で管理します 。 Logical 
Drive の番号を参照するには、[〇 bjects ] メニューの [Virtual Drives ] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、論理ドライブを1がら始まる番号で管理します 。 Universal RAID Utility で 
論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライプのプロパティの[番号]を、 
「 aidcmd では、論理ドライプのプロパティの [RAID Controller #X Virtual Drive # Y ] を参照します。ま 
た 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID Configuration Utility の管理する論理ドライブ 
番号も論理ドライブのプロパティの [ ID ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、ディスクアレイを0から始まる番号で管理します。ディ 
スクアレイの番号は、[〇 bjects ] メニューの [Physical Drive ] の[〇 bjects - PHYSICAL DRIVE 
SELECTION MENU ] の [ Axx ] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを 1 から始まる番号で管理します 。 Universal RAID Utility 
でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パティの[ディス 
クアレイ]を、 「 aidcmd では、デイスクアレイのプ□パティの [RAID Controller #X Disk Array # Y ] を 
参照します。 


Physical Drive と物理デバイス 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Physical Drive を Port 番号で管理します 。 Physical Drive 
の Port 番号は[〇 bjects ] メニューの [Physical Drive ] で[〇 bjects - PHYSICAL DRIVE SELECTION 
MENU ] の [Port #] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを 1 から始まる番号と ID で管理します。番号は接続している 
物理デバイスを [ ID ] の値を元に昇順に並べ、値の小さいものから順番に1から始まる値を割り当てた 
ものです。 D は 、 LSI Software RAID Configuration Utility で表示する Port 番号と同じ値です。 
Universal RAID Utility で物理デバイスの番号と ID を参照するには、 RAID ビューアでは、物理デバイ 
スのプ□パティの[番号]と [ ID ] を、 「 aidcmd では、物理デバイスのプ□パティの [RAIDController #X 
Physical Device # Y ] と [ ID ] を参照します。 
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優先度の設定 

LSI Software RAID Configuration Utility では、 RAID コント □— ラのリビルド優先度、整合性 
チェック優先度の設定項目を数値で表示/設定しますが 、 Universal RAID Utility は、高/中/低 
の3つのレベルにまるめて表示/設定します。それぞれの項目ごとの数値とレペルの対応につ 
いては、以下の表を参照してください。 

たとえば 、 LSI Software RAID Configuration Utility で、 RAID コントローラの [Rebuild Rate ] 
を “10” に設定したとき 、 Universal RAID utility は、その RAID コント□—ラの[リビルド優 
先度]を“中”という値で表示します （ RAID コント□-ラの[リビルド優先度]は“10” で 
動作します)。 

Universal RAID Utility で、 RAID コント ローラの [リビルド優先度]を “ High ” に設定したと 
き、[リビルド優先度]は、“20” で動作します 。 LSI Software RAID Configuration Utility で 
その RAID コント ローラの [Rebuild Rate ] を参照すると、“20” と表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility での設定値と Universal RAID Utility の表示 レベル 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

15 〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8〜14 

中 (Middle) 

の Rebuild Rate 

〇〜7 

低 (Low) 

整合性チェック優先度 

15〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8〜14 

中 (Middle) 

の Chk Const Rate 

〇〜7 

低 (Low) 


Universal RAID Utility で レベル 変更時に設定する値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Rebuild Rate 

低 (Low) 

5 

整合性チェック優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Chk Const Rate 

低 (Low) 

5 



• LSI Software RAID Configuration Utility では、 FGI (フォアグラウンドイニ 
シャライズ)、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も設 
定できますが、 Universal RAID Utility ではバックグラウンドイニシャラ 
イズの優先度は設定できません。 

• Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定で きます が、 「LSI 
Embedded MegaRAIDj に対して、初期化優先度を設定で きません。 そ 
のため、 RAID ビュー アのプロパティの[オプション] タブに[初期化優先 
度] の 項目は表示し ません。 また、 raidcmd コマンドで 初期化優先度を設 
定 すると 失敗し ます。 























